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筑北村の人口
（外国人含む）8月31日現在

総人口

男

女

戸　数 2,044 戸

3,062 人

2,870 人

5,932 人

第6号
平成18年9月22日発行

みんなで１周年をお祝いしよう！みんなで１周年をお祝いしよう！

　

こ
の
た
び
、
筑
北
村
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
で
は
、
筑
北
村

の
発
足
し
た
10
月
11
日
に
先
立

ち
合
併
記
念
祭
を
10
月
8
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら
本
城
小
学
校
校

庭
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
聖
南
・
筑
北

中
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
。

村
民
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌

や
芸
能
の
発
表
。
や
し
ょ
う
ま

の
実
演
販
売
。
村
民
有
志
に
よ

る
各
種
模
擬
店（
お
や
き
、フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、お
も
ち
ゃ
な
ど
）、

フ
ア
フ
ア（
子
供
向
け
大
型
遊
具
）、

豪
華
景
品
が
当
た
る
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
様
々
な
企
画
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

と
し
て
、
明
石
家
さ
ん
ま
の
モ

ノ
マ
ネ
な
ど
で
有
名
な
あ
の
原

口
あ
き
ま
さ
さ
ん
が
や
っ
て
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
祭
り
の
最
後
に
は

打
ち
上
げ
花
火
も
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
会
場
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
、
新
し
く

仲
間
に
な
っ
た
村
民
ど
う
し
の

交
流
を
深
め
、
同
じ
村
に
な
っ

た
地
域
を
知
る
機
会
の
ひ
と
つ

に
す
る
と
と
も
に
お
祭
り
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

筑
北
村
が
発
足
す
る
際
の
合
併
協
議
で
は
、

各
村
で
お
こ
な
っ
て
い
た
全
村
規
模
の
イ
ベ

ン
ト（
夏
祭
り
・
秋
祭
り
等
の
村
祭
）の
取
扱

は
合
併
後
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
5
月
29
日
に
イ
ベ
ン
ト
検
討
委

員
会
を
開
催
し
旧
3
村
の
村
祭
り
の
実
行
委

員
の
方
々
と
村
内
有
識
者
の
方
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
全
村
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

今
ま
で
ど
お
り
の
3
地
区
で
同
様
の
祭
り
を

お
こ
な
う
か
新
た
に
一
つ
の
祭
り
を
お
こ
な

う
か
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、筑

北
村
と
し
て
１
つ
の
村
に
な
っ
た
の
だ
か
ら

全
村
規
模
の
イ
ベ
ン
ト（
夏
祭
り
・
秋
祭
り
等

の
村
祭
り
）も
18
年
度
か
ら
一
つ
で
お
こ
な

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
が
で
ま
し
た
。

　

こ
の
結
論
を
受
け
、
6
月
に
実
行
委
員
を

公
募
し
、
筑
北
村
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
に
つ
い
て
は
、
準
備
期
間
が
少
な
い

た
め
、
10
月
8
日
に
合
併
1
周
年
に
合
わ
せ

て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
設
立
経
過

筑北村合併記念祭筑北村合併記念祭
10月8日（日）開催します。

原口あきまさプロフィール
1975年11月3日生まれ。福岡県北九州市出身の
ものまねタレント・お笑い芸人。
■ものまねレパートリー■
明石家さんま・とんねるず・長州小力・川平慈
英・ユースケサンタマリア・桑田佳祐・久本雅
美・グレートムタ他多数
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7
月
30
日
（
日
）
西
条
地
区

に
あ
り
ま
す
小
仁
熊
ダ
ム
（
愛

称
：
富
蔵
ダ
ム
）
に
て
「
富
蔵

ダ
ム
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
気
温
が
30

度
を
超
え
る
猛
暑
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
約
2
6

0
人
の
方
が
訪
れ
、
ダ
ム
の
施

設
見
学
会
や
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
大

会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
イ
ベ

ン
ト
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ダ
ム
見
学
会
に
は
初
め
て
ダ

ム
を
見
る
方
が
多
く
、
ダ
ム
の

大
き
さ
や
施
設
の
充
実
ぶ
り
に

驚
い
て
い
た
様
子
で
し
た
。
ま

た
、
ダ
ム
の
必
要
性
を
あ
ら
た

め
て
実
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

富蔵ダム森と湖に親しむ
旬間イベントを開催しました
富蔵ダム森と湖に親しむ
旬間イベントを開催しました

　

消
防
法
改
正
に
よ
り
、す
べ
て
の
住
宅

へ
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
村
営
住
宅
に
つ
い

て
も
平
成
21
年
6
月
1
日
ま
で
に
設
置

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。村
で
は
村
営
住

宅
へ
の
設
置
を
今
年
度
か
ら
平
成
20
年

に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

尚
、自
治
体
に
よ
る
村
営
住
宅
へ
の
設

置
は
、松
本
広
域
消
防
局
管
内
で
は
初
の

取
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

火
災
警
報
器
は
室
内
の
煙
や
熱
に
反

応
し
て
警
報
音
を
発
す
る
器
具
で
火
災

の
発
生
を
早
期
に
知
ら
せ
、初
期
消
火
や

避
難
を
容
易
に
し
、住
宅
火
災
に
よ
る
被

害
防
止
に
高
い
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、試
行
的
に
高
齢
者
、乳
幼

児
の
い
る
世
帯
か
ら
優
先
的
に
20
戸
の

住
宅
に
設
置
し
ま
し
た
。取
付
け
時
に
は
、

麻
績
消
防
署
の
方
に
も
同
行
し
て
い
た

だ
き
、火
災
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
指

導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

入
居
者
か
ら
は
、「
ピ
ー
ピ
ー
」と
鳴
る

警
報
器
の
音
に
驚
き
な
が
ら
、「
少
し
安

心
し
た
。」と
、ホ
ッ
と
し
た
表
情
が
見
ら

れ
、「
警
報
器
が
鳴
る
こ
と
の
な
い
よ
う

気
を
つ
け
た
い
」と
、声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

村
営
住
宅
へ

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の

　

設
置
が
始
ま
り
ま
し
た

　９月は防災月間。 例年、台風の襲来により各地で大きな被害をもたらしています｡この筑

北地域でも、平成１６年の台風２３号では大きな被害を受けました｡「災害は忘れた頃にやっ

てくる。」といいますが、「災害は忘れなくてもやってきます！！」日頃から地域の防災対策

について考えておきましょう。

　災害に対する備えは地域づくりそのものともいわれています。日頃、災害を目の当たり

にすることは少ないので、いざという時の備えは難しいのかもしれません。

　ただ、そのなかでもそれぞれ個人が、災害時の被害を最小限に食い止めるため、地域での

役割意識を持つことは、常に心がけていきたいものです。

 （下記写真は９月１日に行われた坂北保育園防災訓練の様子です。）

９月は　防災月間　です９月は　防災月間　です９月は　防災月間　です



4

国
民
年
金

　

県
内
7
ヶ
所
の
社
会
保
険
事
務
所
と
長
野
年
金

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
月
曜
日
に
年
金
相
談

受
付
時
間
の
延
長
と
、
毎
月
第
2
土
曜
日
に
年
金

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
の
際
に
は
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印

鑑
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
通
常
の
相
談

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

■
時
間
延
長
の
年
金
相
談

　

月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
の
火
曜
日
）

午
後
5
時
15
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
。
た
だ
し
、

1
月
4
日
は
、
午
後
5
時
15
分
ま
で
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

■
土
曜
日
の
年
金
相
談

　

第
2
土
曜
日

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で

■
電
話
で
の
年
金
相
談
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

◎
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

0
5
7
0
│

0
5
│

1
1
6
5

◎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年
金
相
談

0
5
7
0
│

0
7
│

1
1
6
5

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松
本
社
会

保
険
事
務
所（
電
話
3
2
│

5
8
2
1
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
医
療
費
給
付
金
は
、
老

人
、
乳
幼
児
、
障
害
者
、
母
子

家
庭
の
母
子
等
及
び
父
子
家
庭

の
父
子
が
療
養
の
給
付
又
は
療

養
費
の
支
給
を
受
け
た
と
き
に
、

福
祉
医
療
費
給
付
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
適
切
な

受
療
と
医
療
費
の
家
計
へ
の
負

担
軽
減
を
図
り
、
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

受
給
資
格
対
象
者
の
資
格
要

件
等
に
つ
い
て
は
、
表
の
と
お

り
で
す
。
該
当
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
方
で
、
ま
だ
交
付
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
、
住
民
課
ま

た
は
、
各
支
所
村
民
課
窓
口
で

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
物
は
、
加

入
保
険
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

障
害
者
手
帳
で
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
住
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
給
付
金

受
給
資
格
に
つ
い
て

福
祉
医
療
費
給
付
金

受
給
資
格
に
つ
い
て

筑北村福祉医療費給付金受給対象者 平成18年4月1日から

老人

乳幼児

障害者

母子家庭の母子等

父子家庭の父子

年
金
窓
口
相
談
の
ご
案
内

制度区分 資格区分１

一般

独り暮らし
（経過措置該当者のみ）

身体障害者手帳交
付者

療育手帳交付者

精神障害者保健福
祉手帳交付者

障害者自立支援法
該当者

65歳以上国民年金
法施行令別表該当者

母子家庭の母

母子家庭の子

父母のない児童

父子家庭の父

父子家庭の子

資格区分２

68～69歳

65～69歳

就学前

1・2級

3級

A1～B1

1～3級

障害者自立支援法
第54条該当者

国民年金法施行令
別表1・2級

18歳未満（高校等卒業
まで）の児童を扶養

18歳未満（高校等
卒業まで）の児童

18歳未満（高校等
卒業まで）の児童

18歳未満（高校等卒業
まで）の児童を扶養

18歳未満（高校等
卒業まで）の児童

所得制限（本人）

市町村民税非課税

所得税非課税

なし

特別障害者手当準拠

所得税非課税

特別障害者手当準拠

市町村民税非課税

市町村民税非課税

特別障害者手当準拠

児童扶養手当（一
部支給）準拠

児童扶養手当準拠

児童扶養手当準拠

児童扶養手当（一
部支給）準拠

児童扶養手当準拠

所得制限（本人以外）

市町村民税非課税
（同一世帯者）

なし

なし

特別障害者手当準拠

特別障害者手当準拠

特別障害者手当準拠

市町村民税非課税
（同一世帯者）

市町村民税非課税
（同一世帯者）

特別障害者手当準拠

児童扶養手当準拠

児童扶養手当準拠

児童扶養手当準拠

児童扶養手当準拠

児童扶養手当準拠

摘　　要

H15.6.30現在の受給
者のみ対象

入院も含む
県は1級の外来のみ

戦傷病者手帳四項症
以上を含む
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平成18年10月から
老人医療制度が変わります
平成18年10月から
老人医療制度が変わります

 平成18年度の老人保健法改正に伴い、下記のとおり老人医療制度が変わります。
受給者の皆様には負担増となる場合がありますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。

【１】一定以上所得者の自己負担割合が変わります。

平成18年9月30日まで

一定以上所得者

一般、低所得

2割

1割

※現役並みに所得があると判定された受給者の方について、医療機関等での窓口自己負担が2割から3割に引
き上げられます。一定以上所得者以外は1割のまま据え置かれます。

【２】一般・一定以上所得者の自己負担限度額が変わります。

○自己負担限度額（月額）

　　平成18年9月30日まで

一　　　　　般

低　所　得　　

低　所　得　　

80,100円

※1ヶ月間の医療費の窓口負担が高額になった場合、自己負担限度額を超えた分が高額医療費として支給さ
れますが、その自己負担限度額が一部引き上げられます。

【その他】所得判定基準及び公的年金等控除の見直し・老年者控除の廃止により所得が上がり、
新たに一定以上所得者となった方には、経過措置として自己負担限度額が「一定以上
所得者」ではなく「一般」の限度額になっています。（平成18年8月から2年間）

国保・老人医療では、毎年7月に所得判定をして自己負担割合を決定しています。確
定申告等忘れずに申告してください。

お問い合わせ先　　筑北村住民課　国民健康保険：宮嶋　老人保健：渡辺　　TEL66-2111

平成18年10月1日から

一定以上所得者

一般、低所得

3割

1割

平成18年10月1日から

12,000円

8,000円

8,000円

外来＋入院

（世帯単位）

※医療費の一部が
加算される場合
有り

※1年間での4回
目以降は44,400
円に引き下げ

外　来

44,400円

24,600円

15,000円

44,400円

72,300円

12,000円

8,000円

8,000円

外来＋入院

（世帯単位）

※医療費の一部が
加算される場合
有り

※1年間での4回
目以降は40,200
円に引き下げ

外　来

40,200円

24,600円

15,000円

40,200円一定以上所得者
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■70歳以上の人■70歳以上の人
一定以上の所得がある人の自己負担割合が変わります
　70歳以上または
老人保健で医療を
受ける人のうち、
現役並み所得のあ
る一定以上所得者は、
医療機関に支払う
自己負担割合が引
き上げられます。

　療養病床に入院
する70歳以上の人は、
これまで食材料費
相当のみを負担し
ていましたが、今
回の改正で食費と
居住費を負担
することに
なります。

　同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額の合計が高額になった場合、
申請をして認められると、自己負担限度額を超えた分は高額療養費（高額医療費）として
支給されます。70歳以上または老人保健で医療を受ける人は下表のように一部引き上げら
れます。

8,000円

平成18年9月30日まで

2割
平成18年10月1日から

3割

平成18年9月30日まで 平成18年10月1日から

平成18年9月30日まで

自己負担限度額（月額）

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

一　　般 40,200円＋

72,300円＋

24,600円＋

15,000円＋

医療費が361,000円
を超えた場合は、そ
の超えた分の1％を
加算（4回目以降の
場合40,200円）

12,000円

40,200円

8,000円

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

一　　般 44,400円＋

80,100円＋

24,600円＋

15,000円＋

医療費が267,000円
を超えた場合は、そ
の超えた分の1％を
加算（4回目以降の
場合44,400円）

12,000円

44,400円

平成18年10月1日から

自己負担限度額（月額）

療養病床に入院する場合の食費・居住費の負担が変わります

24,000円 10,000円
42,000円

高額療養費（高額医療費）の自己負担限度額が変わります

住民税非課税世帯 30,000円

年金受給額80万円以下等 22,000円

老齢福祉年金受給者 10,000円

※人工呼吸器、中心静脈
栄養等を要する患者や脊
髄損傷（四肢麻痺が見ら
れる状態）、難病等の患者
については、現行どおり
食材料費相当24,000円の
みの負担となります。

所得の低い人は負担が軽減されます。

食　費

居住費

食材料費相当を負担

一定以上
所 得 者

低所得㈼

低所得㈵

一定以上
所 得 者

低所得㈼

低所得㈵

6

平成18年10月から

国民健康保険と老人保健の一部が変わります国民健康保険と老人保健の一部が変わります国民健康保険と老人保健の一部が変わります
■70歳未満の人■70歳未満の人
高額療養費の自己負担限度額が変わります
　同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額の合計が高額になった場合、申請を
して認められると、自己負担限度額を超えた分は高額療養費として支給されます。今回の改正で、
70歳未満の人は下表のように自己負担限度額が一部引き上げられます。

24,600円

※1 基礎控除後の総所得金額などが670万円を超える世帯。
※2 過去12か月間に、一つの世帯での支給が4回以上あった場合の4回目以降の限度額。

こんなときも変わりますこんなときも変わります
出産育児一時金が変わります

人工透析を要する上位所得者の自己負担限度額が変わります

出産育児一時金が変わります

被保険者が出産したときに受けられる出産育児一時金の支給額が、
現行の30万円から35万円に引き上げられます。

人工透析を要する上位所得者の自己負担限度額が変わります

高額の治療を長期間継続して行う必要がある疾病の場合、1か月の自己負担額は1万円までとさ
れていましたが、慢性腎不全で人工透析を要する上位所得者（月収53万円以上）については、
自己負担限度額が1万円から2万円に引き上げられます。

平成18年9月30日まで

10,000円
平成18年10月1日から

20,000円

平成18年9月30日まで

1児につき300,000円

平成18年9月30日まで

平成18年10月1日から

1児につき350,000円

自己負担限度額（月額）

住民税
非課税世帯

3回目まで 4回目以降※2

一　　　般

上位所得者
※1

72,300円＋

139,800円＋

35,400円　

医療費が241,000円
を超えた場合は、
その超えた分の1％
を加算

医療費が466,000円
を超えた場合は、
その超えた分の1％
を加算

40,200円

77,700円

24,600円

平成18年10月1日から

自己負担限度額（月額）

住民税
非課税世帯

3回目まで 4回目以降※2

一　　　般

上位所得者
※1

80,100円＋

150,000円＋

35,400円　

医療費が267,000円
を超えた場合は、
その超えた分の1％
を加算

医療費が500,000円
を超えた場合は、
その超えた分の1％
を加算

44,400円

83,400円
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第5号
平成18年9月22日発行

平
成
18
年
6
月

　
　

定
例
議
会

一　
般　
質　
問

質
問　

5
月
31
日
地
方
分
権
の

実
現
を
政
府
に
求
め
る
「
地
方

自
治
危
機
突
破
総
決
起
大
会
」

が
1
3
0
0
人
の
動
員
で
東
京

都
千
代
田
区
九
段
会
館
に
お
い

て
開
催
。地
方
6
団
体（
知
事
会
・

県
議
会
・
市
長
会
・
市
議
会
・

町
村
長
会
・
町
村
議
会
）は
12

年
ぶ
り
に
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
国
へ
の
意
見
提
出
権
を
行
使

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
村
長

は
大
会
に
参
加
さ
れ
た
か
又
、

今
後
の
対
応
は
如
何
か
。

村
長　

長
野
県
へ
は
14
名
の
割

り
当
て
で
参
加
し
て
ま
せ
ん
。

「
削
減
あ
り
き
の
交
付
税
の
見

直
し
断
固
反
対
」等
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
、
地
方
自
治
危

機
突
破
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
、
国
に
要
望
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
地
方
交
付
税
の
大
幅
な

削
減
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
地
方

財
政
は
危
機
的
な
機
能
に
陥
り
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
等
住
民
生

活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
地

方
自
治
の
運
営
が
行
き
づ
ま
り

ま
す
。
地
方
6
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
、一
方
的
な
交
付
税
の

削
減
に
対
し
て
断
固
反
対
し
運

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
村

と
し
て
は
、
行
財
政
改
革
を
通

じ
歳
出
の
削
減
と
、
重
点
化
の

少
子
・
高
齢
化
対
策
を
以
て
、人

口
増
に
よ
る
交
付
税
総
額
の
確

保
と
歳
入
増
に
努
め
、
簡
素
で

効
率
的
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
行

政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

こ
の
大
会
で
6
団
体
は

現
行
の
地
方
交
付
税
に
か
わ
り

地
方
共
有
税
の
創
設
を
柱
と
す

る
地
方
分
権
改
革
の
意
見
書
を

国
会
に
提
出
し
、
7
月
の
骨
太

の
方
針
に
反
映
さ
せ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

国
の
財
政
再
建
の
た
め
に
地

方
交
付
税
制
度
は
常
に
危
機
に

陥
り
、
特
に
18
年
度
に
至
る
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
3
兆
円
の

税
源
移
譲
の
名
の
も
と
に
地
方

財
政
負
担
は
増
加
し
て
い
る
。

　

18
年
7
月
の
骨
太
の
方
針
第

2
弾
で
は
、
地
方
交
付
税
の
源

資
で
あ
る
国
税
5
税
（
所
得
税

の
32
％
、
法
人
税
の
35
・
8
％
、

酒
税
の
32
％
、消
費
税
の
29
・
5

％
、
た
ば
こ
税
の
25
％
）「
39
兆

円
」
の
法
定
税
率
、
こ
の
割
合

は
聖
域
で
は
な
く
見
直
す
と
の

こ
と
で
す
。

　

新
型
地
方
交
付
税
は
、
人
口

と
面
積
を
基
本
に
配
分
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
交
付
税
は

都
市
部
に
集
中
し
過
疎
町
村
は

減
少
し
町
村
は
破
綻
し
ま
す
。

　

今
こ
そ
全
国
の
自
治
体
が
議

会
と
も
ど
も
、
地
方
交
付
税
制

度
の
堅
持
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ

ン
を
時
期
を
失
す
る
こ
と
な
く
、

地
方
自
治
法
第
99
条
の
意
見
書

を
国
に
提
出
し
、
請
願
運
動
を

展
開
す
べ
き
で
す
。

村
長　

新
型
交
付
税
は
人
口
と

面
積
に
な
り
ま
す
と
、
筑
北
村

は
12
年
国
勢
調
査
6
0
4
9
人

に
対
し
17
年
国
調
は
5
7
0
1

人
、
13
年
度
交
付
税
31
億
円
に

対
し
17
年
度
25
億
円
、
18
年
度

は
22
・
5
億
円
の
予
算
計
上
で
す
。

議
会
と
も
ど
も
対
策
に
取
り
組

み
た
い
。

質
問　

地
方
自
治
の
最
大
の
危

機
、
交
付
税
の
聖
域
な
き
改
革

と
合
せ
、
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
実
現
を
村
・
議
会
は
、
国

へ
陳
情
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

質
問　

日
本
の
景
気
も
少
し
ず

つ
回
復
し
て
い
る
と
の
事
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
地
方
に
は
ま

だ
そ
の
兆
し
が
見
え
な
い
の
が

現
実
で
、
筑
北
村
も
合
併
し
て

早
く
も
8
ヶ
月
が
過
ぎ
村
内
の

商
工
業
の
皆
様
に
、
合
併
し
て

良
か
っ
た
か
と
聞
く
と
、
良
い

返
事
を
聞
か
れ
な
い
の
が
現
実

で
す
。
当
村
で
の
3
施
設
「
と

く
ら
、
坂
北
荘
、
冠
着
荘
」
と

各
小
・
中
学
校
、
3
保
育
所
で

の
物
品
等
の
買
入
れ
状
況
、
村

内
、
村
外
ど
の
位
の
比
率
で
買

入
れ
し
て
い
る
の
か
。

村
長　

お
尋
ね
の
村
内
の
買
入

れ
状
況
は
、
賄
い
の
点
だ
け
で

す
が
、
賄
い
材
料
は
温
泉
施
設

久
保
田
義
信
議
員

地
方
交
付
税
削
減
論
に

伴
う
今
後
の
対
応

前
山
健
治
議
員

村
内
企
業
及
び
商
業
の

振
興
に
つ
い
て

8

講
習
日
時

　

平
成
18
年
10
月
21
日（
土
）

　

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

講
習
場
所

　

麻
績
村
体
育
館

受
講
料　

無
料

講
習
内
容

　

家
族
や
同
僚
、
友
人
な
ど
が

万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
に
見
舞

わ
れ
た
と
き
救
命
の
手
助
け
が

で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。
人
工
呼

吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技
、

大
出
血
時
の
止
血
法
の
ほ
か
Ａ

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
講
習

も
行
い
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
正
常
な
状
態

に
戻
す
手
伝
い
を
す
る
器
械
で

す
。

受
講
申
込
み
方
法

　

受
講
申
込
み
は
、
印
鑑
を
持

参
の
上
、麻
績
消
防
署（
電
話
6

7-

2
9
9
2
）ま
で
。
申
込
み

締
切
日
は
平
成
18
年
10
月
16
日

（
月
）で
す
。

普
通
救
命
講
習
会

開
催
の
ご
案
内

普
通
救
命
講
習
会

開
催
の
ご
案
内

　

こ
の
月
間
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
受
信
障
害
の
防
止
対
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
受
信

障
害
の
防
止
に
関
す
る
知
識
の

普
及
徹
底
を
図
る
も
の
で
す
。

　

放
送
電
波
の
受
信
障
害
は
、

家
庭
用
・
工
業
用
電
気
製
品
か

ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ
レ

ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常

発
振
、
不
法
無
線
局
・
高
層
建

築
物
に
よ
る
ビ
ル
陰
障
害
等
に

よ
っ
て
良
好
な
放
送
の
受
信
が

で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。

　

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な

い
、ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ

た
電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

信
越
総
合
通
信
局
ま
で
ど
う
ぞ
。

★
不
法
無
線
局
が
原
因
の
受
信
障

害
に
関
す
る
も
の　

監
視
調
査
課

電
話
0
2
6-

2
3
4-

9
9
7
6

★
右
以
外
が
原
因
の
受
信
障
害
に

関
す
る
も
の　

受
信
障
害
対
策
官

電
話
0
2
6-

2
3
4-

9
9
9
1

★
そ
の
他
の
行
政
相
談
に
関
す

る
も
の　

調
査
官
電
話
0
2
6

-

2
3
4-

9
9
6
1

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
都
会
に

住
む
独
身
女
性
の
方
々
に
、
松

本
地
域
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
自

然
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
口

コ
ミ
等
に
よ
る
P
R
効
果
や
リ

ピ
ー
タ
ー
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

そ
し
て
松
本
地
域
の
独
身
男
性

に
よ
る
都
会
と
田
舎
と
の
交
流

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、そ
ば
打
ち
体
験
や
、

中
信
地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、夜

に
は
パ
ー
テ
ィ
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　

実
施
時
期
は
、
10
月
28
日（
土
）

〜
29
日（
日
）で
、
募
集
人
数
は

男
性
35
人
、
女
性
35
人
の
計
70

人
で
す
。
男
性
に
つ
い
て
は
、

松
本
圏
域
内
在
住
の
方
、
女
性

に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
ま
た
は

圏
域
内
外
在
住
の
方
で
、
い
ず

れ
も
20
歳
以
上
の
独
身
者
に
限

り
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
、松
本
広
域
連

合　
福
祉
・
地
域
課　
ふ
る
さ
と

担
当　
電
話
3
4-

3
2
5
0
ま

で
ど
う
ぞ
。

ア
ル
プ
ス
の
風
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
の
お
し
ら
せ

都
市
と
松
本
地
域
と
の
若
者
交
流
事
業

10　
月
は

　

受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

10　
月
は

　

受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

県
下
一
斉
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

開
催
に
つ
い
て

　

10
月
1
日
は「
法
の
日
」で
す
。

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、

皆
様
の
貴
重
な
財
産
権
を
は
じ

め
、
権
利
の
保
護
に
携
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
法
の
日
を
中

心
に
、
県
下
の
全
市
町
村
に
お

い
て
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
掛
け

下
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し

ま
す
。

　

各
地
区
の
開
催
日
時
は
次
の

と
お
り
で
す
。

坂
井
地
区　

坂
井
公
民
館

　

平
成
18
年
10
月
2
日（
月
）

　

10
時
〜
12
時

本
城
地
区　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

平
成
18
年
10
月
3
日（
火
）

　

14
時
〜
16
時 

坂
北
地
区　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

平
成
18
年
10
月
11
日（
水
）

　

10
時
〜
12
時 

相
談
内
容

・
不
動
産
の
登
記
、
会
社（
法
人
）

の
登
記
に
関
す
る
相
談

・
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作

成
に
関
す
る
相
談

・
不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の

取
引
に
関
す
る
相
談

・
借
地
借
家
に
関
す
る
相
談

・
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
相
談

・
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
財
産

管
理
に
関
す
る
相
談

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
多

重
債
務
に
関
す
る
相
談

・
悪
質
商
法
被
害
に
関
す
る
相

談
・
貸
金
の
回
収
に
関
す
る
相
談

・
新
会
社
法
そ
の
他
中
小
企
業

法
務
に
関
す
る
相
談

・
そ
の
他

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
受
付

期
間
は
、
平
成
18
年
9
月
19
日

〜
相
談
日
前
日
、
午
後
4
時
ま

で
で
す
。
ご
予
約
は
各
支
所
村

民
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

受
付
電
話
番
号

　

坂
井
地
区　

6
7-

2
0
0
2

　

本
城
地
区　

6
6-

2
2
1
1

　

坂
北
地
区　

6
6-

2
1
1
1

9

第5号
平成18年9月22日発行

平
成
18
年
6
月

　
　

定
例
議
会

一　
般　
質　
問

質
問　

5
月
31
日
地
方
分
権
の

実
現
を
政
府
に
求
め
る
「
地
方

自
治
危
機
突
破
総
決
起
大
会
」

が
1
3
0
0
人
の
動
員
で
東
京

都
千
代
田
区
九
段
会
館
に
お
い

て
開
催
。地
方
6
団
体（
知
事
会
・

県
議
会
・
市
長
会
・
市
議
会
・

町
村
長
会
・
町
村
議
会
）は
12

年
ぶ
り
に
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
国
へ
の
意
見
提
出
権
を
行
使

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
村
長

は
大
会
に
参
加
さ
れ
た
か
又
、

今
後
の
対
応
は
如
何
か
。

村
長　

長
野
県
へ
は
14
名
の
割

り
当
て
で
参
加
し
て
ま
せ
ん
。

「
削
減
あ
り
き
の
交
付
税
の
見

直
し
断
固
反
対
」等
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
、
地
方
自
治
危

機
突
破
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
、
国
に
要
望
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
地
方
交
付
税
の
大
幅
な

削
減
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
地
方

財
政
は
危
機
的
な
機
能
に
陥
り
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
等
住
民
生

活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
地

方
自
治
の
運
営
が
行
き
づ
ま
り

ま
す
。
地
方
6
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
、一
方
的
な
交
付
税
の

削
減
に
対
し
て
断
固
反
対
し
運

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
村

と
し
て
は
、
行
財
政
改
革
を
通

じ
歳
出
の
削
減
と
、
重
点
化
の

少
子
・
高
齢
化
対
策
を
以
て
、人

口
増
に
よ
る
交
付
税
総
額
の
確

保
と
歳
入
増
に
努
め
、
簡
素
で

効
率
的
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
行

政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

こ
の
大
会
で
6
団
体
は

現
行
の
地
方
交
付
税
に
か
わ
り

地
方
共
有
税
の
創
設
を
柱
と
す

る
地
方
分
権
改
革
の
意
見
書
を

国
会
に
提
出
し
、
7
月
の
骨
太

の
方
針
に
反
映
さ
せ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

国
の
財
政
再
建
の
た
め
に
地

方
交
付
税
制
度
は
常
に
危
機
に

陥
り
、
特
に
18
年
度
に
至
る
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
3
兆
円
の

税
源
移
譲
の
名
の
も
と
に
地
方

財
政
負
担
は
増
加
し
て
い
る
。

　

18
年
7
月
の
骨
太
の
方
針
第

2
弾
で
は
、
地
方
交
付
税
の
源

資
で
あ
る
国
税
5
税
（
所
得
税

の
32
％
、
法
人
税
の
35
・
8
％
、

酒
税
の
32
％
、消
費
税
の
29
・
5

％
、
た
ば
こ
税
の
25
％
）「
39
兆

円
」
の
法
定
税
率
、
こ
の
割
合

は
聖
域
で
は
な
く
見
直
す
と
の

こ
と
で
す
。

　

新
型
地
方
交
付
税
は
、
人
口

と
面
積
を
基
本
に
配
分
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
交
付
税
は

都
市
部
に
集
中
し
過
疎
町
村
は

減
少
し
町
村
は
破
綻
し
ま
す
。

　

今
こ
そ
全
国
の
自
治
体
が
議

会
と
も
ど
も
、
地
方
交
付
税
制

度
の
堅
持
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ

ン
を
時
期
を
失
す
る
こ
と
な
く
、

地
方
自
治
法
第
99
条
の
意
見
書

を
国
に
提
出
し
、
請
願
運
動
を

展
開
す
べ
き
で
す
。

村
長　

新
型
交
付
税
は
人
口
と

面
積
に
な
り
ま
す
と
、
筑
北
村

は
12
年
国
勢
調
査
6
0
4
9
人

に
対
し
17
年
国
調
は
5
7
0
1

人
、
13
年
度
交
付
税
31
億
円
に

対
し
17
年
度
25
億
円
、
18
年
度

は
22
・
5
億
円
の
予
算
計
上
で
す
。

議
会
と
も
ど
も
対
策
に
取
り
組

み
た
い
。

質
問　

地
方
自
治
の
最
大
の
危

機
、
交
付
税
の
聖
域
な
き
改
革

と
合
せ
、
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
実
現
を
村
・
議
会
は
、
国

へ
陳
情
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

質
問　

日
本
の
景
気
も
少
し
ず

つ
回
復
し
て
い
る
と
の
事
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
地
方
に
は
ま

だ
そ
の
兆
し
が
見
え
な
い
の
が

現
実
で
、
筑
北
村
も
合
併
し
て

早
く
も
8
ヶ
月
が
過
ぎ
村
内
の

商
工
業
の
皆
様
に
、
合
併
し
て

良
か
っ
た
か
と
聞
く
と
、
良
い

返
事
を
聞
か
れ
な
い
の
が
現
実

で
す
。
当
村
で
の
3
施
設
「
と

く
ら
、
坂
北
荘
、
冠
着
荘
」
と

各
小
・
中
学
校
、
3
保
育
所
で

の
物
品
等
の
買
入
れ
状
況
、
村

内
、
村
外
ど
の
位
の
比
率
で
買

入
れ
し
て
い
る
の
か
。

村
長　

お
尋
ね
の
村
内
の
買
入

れ
状
況
は
、
賄
い
の
点
だ
け
で

す
が
、
賄
い
材
料
は
温
泉
施
設

久
保
田
義
信
議
員

地
方
交
付
税
削
減
論
に

伴
う
今
後
の
対
応

前
山
健
治
議
員

村
内
企
業
及
び
商
業
の

振
興
に
つ
い
て

8

講
習
日
時

　

平
成
18
年
10
月
21
日（
土
）

　

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

講
習
場
所

　

麻
績
村
体
育
館

受
講
料　

無
料

講
習
内
容

　

家
族
や
同
僚
、
友
人
な
ど
が

万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
に
見
舞

わ
れ
た
と
き
救
命
の
手
助
け
が

で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。
人
工
呼

吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技
、

大
出
血
時
の
止
血
法
の
ほ
か
Ａ

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
講
習

も
行
い
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
正
常
な
状
態

に
戻
す
手
伝
い
を
す
る
器
械
で

す
。

受
講
申
込
み
方
法

　

受
講
申
込
み
は
、
印
鑑
を
持

参
の
上
、麻
績
消
防
署（
電
話
6

7-

2
9
9
2
）ま
で
。
申
込
み

締
切
日
は
平
成
18
年
10
月
16
日

（
月
）で
す
。

普
通
救
命
講
習
会

開
催
の
ご
案
内

普
通
救
命
講
習
会

開
催
の
ご
案
内

　

こ
の
月
間
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
受
信
障
害
の
防
止
対
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
受
信

障
害
の
防
止
に
関
す
る
知
識
の

普
及
徹
底
を
図
る
も
の
で
す
。

　

放
送
電
波
の
受
信
障
害
は
、

家
庭
用
・
工
業
用
電
気
製
品
か

ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ
レ

ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常

発
振
、
不
法
無
線
局
・
高
層
建

築
物
に
よ
る
ビ
ル
陰
障
害
等
に

よ
っ
て
良
好
な
放
送
の
受
信
が

で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。

　

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な

い
、ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ

た
電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

信
越
総
合
通
信
局
ま
で
ど
う
ぞ
。

★
不
法
無
線
局
が
原
因
の
受
信
障

害
に
関
す
る
も
の　

監
視
調
査
課

電
話
0
2
6-

2
3
4-

9
9
7
6

★
右
以
外
が
原
因
の
受
信
障
害
に

関
す
る
も
の　

受
信
障
害
対
策
官

電
話
0
2
6-

2
3
4-

9
9
9
1

★
そ
の
他
の
行
政
相
談
に
関
す

る
も
の　

調
査
官
電
話
0
2
6

-
2
3
4-

9
9
6
1

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
都
会
に

住
む
独
身
女
性
の
方
々
に
、
松

本
地
域
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
自

然
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
口

コ
ミ
等
に
よ
る
P
R
効
果
や
リ

ピ
ー
タ
ー
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

そ
し
て
松
本
地
域
の
独
身
男
性

に
よ
る
都
会
と
田
舎
と
の
交
流

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、そ
ば
打
ち
体
験
や
、

中
信
地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、夜

に
は
パ
ー
テ
ィ
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　

実
施
時
期
は
、
10
月
28
日（
土
）

〜
29
日（
日
）で
、
募
集
人
数
は

男
性
35
人
、
女
性
35
人
の
計
70

人
で
す
。
男
性
に
つ
い
て
は
、

松
本
圏
域
内
在
住
の
方
、
女
性

に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
ま
た
は

圏
域
内
外
在
住
の
方
で
、
い
ず

れ
も
20
歳
以
上
の
独
身
者
に
限

り
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
、松
本
広
域
連

合　
福
祉
・
地
域
課　
ふ
る
さ
と

担
当　
電
話
3
4-

3
2
5
0
ま

で
ど
う
ぞ
。

ア
ル
プ
ス
の
風
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
の
お
し
ら
せ

都
市
と
松
本
地
域
と
の
若
者
交
流
事
業

10　
月
は

　

受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

10　
月
は

　

受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

県
下
一
斉
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

開
催
に
つ
い
て

　

10
月
1
日
は「
法
の
日
」で
す
。

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、

皆
様
の
貴
重
な
財
産
権
を
は
じ

め
、
権
利
の
保
護
に
携
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
法
の
日
を
中

心
に
、
県
下
の
全
市
町
村
に
お

い
て
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
掛
け

下
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し

ま
す
。

　

各
地
区
の
開
催
日
時
は
次
の

と
お
り
で
す
。

坂
井
地
区　

坂
井
公
民
館

　

平
成
18
年
10
月
2
日（
月
）

　

10
時
〜
12
時

本
城
地
区　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

平
成
18
年
10
月
3
日（
火
）

　

14
時
〜
16
時 

坂
北
地
区　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

平
成
18
年
10
月
11
日（
水
）

　

10
時
〜
12
時 

相
談
内
容

・
不
動
産
の
登
記
、
会
社（
法
人
）

の
登
記
に
関
す
る
相
談

・
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作

成
に
関
す
る
相
談

・
不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の

取
引
に
関
す
る
相
談

・
借
地
借
家
に
関
す
る
相
談

・
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
相
談

・
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
財
産

管
理
に
関
す
る
相
談

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
多

重
債
務
に
関
す
る
相
談

・
悪
質
商
法
被
害
に
関
す
る
相

談
・
貸
金
の
回
収
に
関
す
る
相
談

・
新
会
社
法
そ
の
他
中
小
企
業

法
務
に
関
す
る
相
談

・
そ
の
他

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
受
付

期
間
は
、
平
成
18
年
9
月
19
日

〜
相
談
日
前
日
、
午
後
4
時
ま

で
で
す
。
ご
予
約
は
各
支
所
村

民
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

受
付
電
話
番
号

　

坂
井
地
区　

6
7-

2
0
0
2

　

本
城
地
区　

6
6-

2
2
1
1

　

坂
北
地
区　

6
6-

2
1
1
1
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で
き
る
こ
と
に
な
る
、
高
速
通

信
網
の
整
備
は
大
事
で
あ
る
が

テ
レ
ビ
だ
け
見
ら
れ
れ
ば
い
い
、

と
言
う
お
年
寄
り
達
に
優
し
い

事
業
計
画
を
提
案
す
る
。

コ
ン
バ
イ
ン
刈
取
料
金
の

二
倍
化
と
バ
ッ
ク
ホ
ー
利

用
料
金
の
大
巾
値
上
げ
他

質
問　

山
付
の
畑
な
ら
と
も
角

家
際
の
優
良
農
地
が
荒
れ
て
き

て
見
る
に
忍
び
な
い
。
キ
ザ
に

言
う
つ
も
り
は
な
い
が
「
帰
り

な
ん
い
ざ
田
園
ま
さ
に
荒
れ
な

ん
と
す
。
何
ぞ
帰
ら
ざ
る
…
。」

―
帰
去
来
辞
―
も
思
い
な
が
ら

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
今
迄

一
般
質
問
で
取
上
げ
議
会
だ
よ

り
や
党
坂
北
民
報
で
何
回
も
報

道
し
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
は
ど
う

し
て
も
搗
精
機
や
石
抜
機
が
必

要
だ
と
し
村
で
設
置
さ
せ
バ
ラ

播
き
の
麦
ソ
バ
栽
培
は
「
荒
地

対
策
の
決
定
版
」
と
し
て
一
生

懸
命
取
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結

果
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
普
及

し
つ
つ
あ
る
。
と
こ
ろ
が
合
併

と
同
時
に
コ
ン
バ
イ
ン
の
刈
取

料
金
を
2
倍
化
し
て
し
ま
っ
た
。

バ
ッ
ク
ホ
ー
も
大
巾
値
上
げ
、

業
者
リ
ー
ス
の
方
が
安
い
く
ら

い
だ
。こ
れ
を
知
っ
た
今
迄
の

農
家
か
ら
苦
情
が
出
て
い
る
、

こ
れ
等
の
値
上
げ
は
合
併
と
同

時
だ
、こ
の
様
な
手
法
で
良
い

の
か
。

村
長　

筑
北
村
の
機
械
使
用
料

は
農
業
機
械
徴
収
条
例
、
こ
れ

は
筑
北
村
の
発
足
と
同
時
に
専

決
処
分
さ
れ
、
新
し
い
議
会
で

承
認
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
バ
イ

ン
作
業
は
1
反
歩
6
0
0
0
円

の
新
料
金
を
設
定
し
て
お
り
適

用
は
18
年
か
ら
と
い
う
内
容
だ
。

こ
れ
は
昨
年
9
月
26
日
の
合
併

協
議
の
役
員
会
で
決
定
し
そ
れ

に
基
づ
い
て
条
例
化
し
た
も
の

だ
。
根
拠
は
旧
坂
井
村
は
農
作

業
受
託
組
合
に
作
業
を
お
願
い

し
て
い
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
賃

金
、
燃
料
、
修
繕
費
、
保
険
等

の
見
積
り
を
し
て
1
反
歩
6
0

0
0
円
と
い
う
金
額
で
決
定
し

て
い
る
。
し
か
し
一
気
に
値
上

げ
で
は
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と

い
う
事
で
大
豆
、
ソ
バ
共
1
反

歩
7
0
0
0
円
位
の
補
助
に
な

る
よ
う
新
年
度
で
予
算
化
し
た
。

こ
の
内
容
だ
が
作
付
1
反
歩
当

り
2
0
0
0
円
そ
れ
に
ソ
バ
の

出
荷
量
キ
ロ
当
り
60
円
、
大
豆

30
円
と
し
た
。
ソ
バ
は
2
0
0

0
円
と
反
80
キ
ロ
と
す
れ
ば
計

6
8
0
0
円
交
付
と
な
る
。
大

豆
は
2
0
0
0
円
と
1
5
0
キ

ロ
と
し
計
6
5
0
0
円
と
な
る
。

バ
ッ
ク
ホ
ー
の
値
上
げ
は
合
併

時
専
決
さ
れ
4
月
の
議
会
で
承

認
さ
れ
て
い
る
。
全
て
の
分
野

で
使
用
料
を
改
定
す
る
中
で
決

定
し
た
が
今
後
利
用
状
況
、
農

業
施
策
と
重
機
の
役
割
維
持
管

理
等
を
み
な
が
ら
使
用
料
の
改

定
或
い
は
減
免
拡
大
も
考
え
た

い
と
思
う
。

質
問　

村
長
も
選
挙
施
策
で「
農

地
を
荒
ら
さ
な
い
様
農
業
委
員

会
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
団
体
と
力
を

合
わ
せ
て
営
農
シ
ス
テ
ム
の
充

実
に
努
め
ま
す
」
と
し
て
い
る

が
関
係
機
関
に
相
談
し
な
い
手

法
が
問
題
だ
。

村
長　

こ
の
設
定
は
協
議
会
の

役
員
会
で
決
っ
て
い
る
訳
で
条

例
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
村
の
奨
励
金
制
度
を
作
っ

た
そ
の
事
を
理
解
願
い
た
い
。

質
問　

合
併
協
議
で
決
め
た
と

し
て
い
る
が
そ
の
時
点
で
議
員

は
承
知
し
て
い
な
い
。
少
な
く

と
も
農
業
委
員
会
と
か
議
会
の

当
該
委
員
会
の
専
門
機
関
に
諮
っ

て
ほ
し
か
っ
た
。
こ
れ
以
外
、

役
場
利
用
の
コ
ピ
ー
代
の
1
枚

30
円
だ
っ
て
問
題
が
出
て
10
円

に
値
下
げ
さ
れ
た
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
管
理
人
の
廃
止
だ
っ
て
議

会
に
何
も
相
談
せ
ず
廃
止
し
た
。

こ
う
い
う
手
法
が
多
す
ぎ
る
、

と
い
う
事
を
指
摘
し
た
い
。

質
問　

放
送
や
通
信
分
野
で
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
展
し

て
い
る
。
長
野
県
で
も
２
０
０

６
年
10
月
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
開
始
さ
れ
る
。
２
０

０
８
年
に
は
聖
山
サ
テ
ラ
イ
ト

が
送
信
開
始
予
定
で
あ
る
。
村

の
今
後
へ
の
情
報
通
信
対
策
を

伺
い
た
い
。

村
長　

本
当
に
必
要
な
こ
と
で

あ
り
、
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
。

こ
れ
ら
を
敷
設
す
る
に
は
お
金

が
か
か
る
。
誰
も
思
う
こ
と
は
、

良
い
も
の
を
な
る
べ
く
安
く
、

負
担
を
少
な
く
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
技
術
の
進
歩
に
も
よ

る
が
、
で
き
る
だ
け
村
で
考
え

て
、
皆
さ
ん
に
納
得
の
い
く
点

で
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
だ

け
日
進
月
歩
で
進
ん
で
い
る
中

で
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
、
こ
れ
位
な
ら
負
担

で
き
る
、
こ
れ
位
な
ら
村
で
で

き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長　

県
下
で
は
阿

智
村
で
先
進
的
に
や
っ
て
お
り
、

筑
北
村
は
県
内
２
番
手
と
な
る
。

計
画
・
概
要
等
に
つ
い
て
は
今
、

練
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
具

体
的
に
な
っ
た
ら
、
報
告
し
て

い
き
た
い
。

質
問　

ｅ
‐
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想

に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
電
子
自
治
体
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境

整
備
は
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る

の
か
伺
い
た
い
。

企
画
財
政
課
長　

計
画
が
で
き

次
第
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し

た
い
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

山
田
一
憲
議
員

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整

備
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

山　

日
出
男
議
員

で
は
地
元
の
関
係
で
や
っ
て
い

る
の
は
約
19
％
、
3
保
育
園
で

平
均
75
％
、
小
学
校
中
学
校
に

つ
い
て
は
37
％
、
全
施
設
合
計

で
は
約
28
％
と
、
こ
れ
は
統
計

的
な
数
字
で
、
特
に
学
校
や
温

泉
施
設
は
メ
ニ
ュ
ー
数
も
多
く
、

村
内
商
店
だ
け
で
は
仕
入
が
難

し
い
。
ま
た
燃
料
に
つ
い
て
は

公
用
車
の
燃
料
は
Ｊ
Ａ
を
含
む

村
内
業
者
に
割
り
当
て
対
応
し

て
い
る
。
消
耗
品
等
に
つ
い
て

は
村
内
で
な
る
べ
く
対
応
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
財
政
の
面

で
制
約
は
あ
る
が
村
内
業
者
で

購
入
す
る
こ
と
は
地
域
商
業
の

発
展
に
も
つ
な
が
る
と
重
々
承

知
し
て
い
る
。対
応
が
可
能
か

検
討
の
上
、対
処
し
て
い
き
た
い

の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

建
設
関
係
で
伺
い
た
い
。

18
年
度
の
予
算
の
中
で
の
発
注

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
思
う
が
、

村
内
の
企
業
育
成
と
い
う
よ
う

な
立
場
か
ら
こ
れ
か
ら
の
村
内

の
村
単
事
業
、補
助
事
業
等
村

内
の
建
設
業
者
の
育
成
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い

村
長　

村
内
建
設
業
者
の
育
成

に
つ
い
て
は
当
然
な
が
ら
地
域

の
活
性
化
、
ま
た
村
の
財
政
に

も
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

基
本
は
地
元
の
業
者
ま
た
実
績

の
あ
る
業
者
を
指
名
し
て
工
事

を
発
注
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

昭
和
46
年
3
月
に
住
民

の
悲
願
で
あ
っ
た
東
条
ダ
ム
が

完
成
し
、
今
日
ま
で
災
害
を
防

ぎ
本
城
・
坂
北
地
区
の
農
業
用

水
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
ダ
ム
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
大
分
土
砂
が
埋
ま
り
、

水
量
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
何
か
対
策
を
考
え

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

村
長　

現
在
の
堆
位
状
況
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
満
砂
と
い
う
状
況
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。
現
在
た
ま
っ

て
い
る
土
砂
を
搬
出
す
る
こ
と

も
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が

今
の
と
こ
ろ
は
そ
の
よ
う
な
計

画
は
な
く
、
今
後
土
砂
の
流
入

を
防
ぐ
た
め
に
森
林
整
備
・
取

水
施
設
・
管
理
等
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

高
速
坂
北
バ
ス
停
の
駐

車
場
が
狭
い
の
で
満
杯
の
時
が

あ
り
公
道
に
駐
車
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
隣
接
の
土
地
は
村

有
地
で
あ
り
拡
張
し
て
は
ど
う

か
、
又
防
犯
灯
が
な
い
の
で
女

性
の
人
は
恐
怖
感
を
受
け
て
い

る
、
バ
ス
停
駐
車
場
周
辺
の
整

備
を
願
い
た
い
。

総
務
課
長　

日
本
道
路
公
団
に

よ
る
と
村
と
し
て
拡
張
し
て
も

な
ん
ら
問
題
は
な
い
と
の
事
で

あ
り
、
比
較
的
に
安
価
な
方
法

で
対
応
が
出
来
7
、8
台
は
増

や
せ
る
、
現
状
を
十
分
把
握
し

て
検
討
し
ま
す
。
防
犯
灯
に
つ

い
て
は
1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

が
暗
闇
の
状
況
。
設
置
に
つ
い

て
は
村
づ
く
り
検
討
委
員
会
等

で
方
向
付
け
を
し
て
増
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

質
問　

坂
北
荘
は
飲
食
、
入
浴

代
が
全
て
職
員
に
よ
る
現
金
の

や
り
取
り
の
た
め
に
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
る
、
券
売
機
の

導
入
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
消
と

臨
時
職
員
を
パ
ー
ト
化
に
し
て

人
件
費
の
削
減
に
努
め
た
ら
如

何
か
。
又
、
村
3
施
設
で
坂
北

荘
の
宿
直
職
員
だ
け
に
現
金
の

取
り
扱
い
を
さ
せ
て
い
る
。
こ

の
点
も
合
わ
せ
て
券
売
機
の
導

入
を
提
案
す
る
が
如
何
か
。

坂
北
荘
所
長　

券
売
機
の
導
入

に
よ
る
不
利
な
点
も
あ
る
が
一

番
大
切
な
事
は
、
お
客
と
の
ト

ラ
ブ
ル
を
解
消
し
評
判
の
低
下

を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

食
事
な
ど
の
追
加
注
文
も
フ
ロ

ン
ト
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
煩
わ
し
さ
も
あ
る
。
デ
ー

タ
ー
の
集
計
も
正
確
に
で
き
る

の
で
運
営
委
員
会
で
協
議
し
て

頂
き
ぜ
ひ
導
入
の
方
向
で
検
討

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た

対
応
と
し
て
、
住
民
の
負
担
が

加
入
金
7
万
、
月
使
用
料
4
千

円
と
広
報
に
載
っ
た
。住
民
の

間
に
、こ
ん
な
に
高
額
の
負
担

を
し
な
け
れ
ば
テ
レ
ビ
が
見
ら

れ
な
い
の
か
と
不
安
と
戸
惑
い

が
出
て
い
る
。根
拠
を
伺
い
た
い
。

村
長　

先
の
答
弁
で
は
近
隣
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
の
料
金

を
申
し
た
ま
で
で
村
の
デ
ジ
タ

ル
化
対
応
は
、　

テ
レ
ビ
の
デ

ジ
タ
ル
化　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
の
通
信
環
境　

防
災
無
線

の
統
合
整
備
が
あ
る
。
整
備
に

つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

の
視
聴
を
基
本
と
し
た
料
金
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
追
加
し
た

時
の
料
金
と
低
料
金
の
設
定
で

19
年
度
か
ら
整
備
に
着
手
し
た
い
。

企
画
財
政
課
長　

視
察
し
た
阿

智
村
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
テ
レ

ビ
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
料

金
が
月
に
5
0
0
円
で
す
。

質
問　

そ
の
阿
智
村
で
は
全
戸

加
入
し
て
も
ら
う
た
め
に
最
初

は
加
入
金
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
も
含
め
全
て
が
無
料

で
加
入
し
て
い
る
。
聖
の
サ
テ

ラ
イ
ト
も
平
成
20
年
に
は
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
整
備
さ
れ
る
、
現

在
、
聖
の
電
波
を
受
信
し
て
い

る
家
庭
は
今
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ

ナ
で
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信

高
速
坂
北
バ
ス
停

駐
車
場
拡
張

災
害
対
策
と
し
て
東
条

ダ
ム
の
管
理
に
つ
い
て

坂
北
荘
へ
券
売
機
の

導
入
に
つ
い
て

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
廃
止

に
伴
う
行
政
の
対
応

　

沢　

忠
議
員

。
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質
問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
さ
か
い
の

運
営
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

村
長　

高
齢
化
が
一
層
進
展
す

る
な
か
で
、
運
動
不
足
、
肥
満
、

心
臓
病
、
ス
ト
レ
ス
過
多
や
精

神
過
労
等
の
対
策
と
し
て
医
療

の
充
実
が
必
要
な
こ
と
で
あ
る

が
同
時
に
住
民
の
日
常
的
な
心

が
け
で
予
防
は
治
療
に
ま
さ
る
。

余
暇
を
利
用
し
て
積
極
的
に
健

康
づ
く
り
に
励
む
考
え
を
定
着

さ
せ
た
い
、
水
中
運
動
が
可
能

な
筑
北
地
域
唯
一
の
健
康
施
設

と
し
て
近
隣
の
町
村
に
も
Ｐ
Ｒ

し
、
利
用
者
増
を
図
り
た
い
。

　

坂
井
診
療
所
今
村
医
師
が
温

泉
療
法
医
と
し
て
温
泉
気
候
物

理
学
会
に
加
入
し
て
い
る
の
で

医
師
と
も
良
く
相
談
し
て
週
1

2
回
程
度
ク
ア
ハ
ウ
ス
で
医
療

指
導
に
当
っ
て
頂
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

全
国
健
康
開
発
財
団
に

加
入
、
保
健
認
定
施
設
に
す
る

考
え
に
つ
い
て
。

村
長　

健
康
保
険
認
定
施
設
は
、

温
泉
療
養
型
の
健
康
増
進
施
設

で
認
定
条
件
は
、
温
泉
療
法
医
、

温
泉
利
用
指
導
者
、
健
康
運
動

指
導
士
が
い
る
事
が
条
件
で
す

が
、
健
康
運
動
指
導
士
が
い
な

い
の
で
認
定
施
設
に
は
で
き
な
い
。

医
療
控
除
も
交
通
費
と
利
用
料

の
み
が
対
象
で
す
。
資
格
者
を

置
く
に
は
施
設
整
備
も
必
要
と

な
る
の
で
十
分
検
討
し
た
い
。

質
問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
類
似
施
設

が
近
隣
に
も
あ
る
。
利
用
料
金

の
値
下
げ
を
し
、
バ
ス
で
の
送

迎
等
を
考
え
利
用
者
増
を
図
り
、

筑
北
村
の
住
民
が
健
康
で
元
気

な
村
に
な
れ
ば
結
果
的
に
は
医

療
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
。

村
長　

5
年
前
の
経
営
診
断
で

は
現
状
維
持
と
の
結
論
で
し
た

が
県
内
類
似
施
設
を
調
べ
る
と

値
下
げ
も
検
討
す
る
が
、
利
用

者
増
を
ど
う
図
る
か
が
先
決
だ
。

老
人
ク
ラ
ブ
、
団
塊
世
代
の
退

職
者
、
私
立
団
体
等
を
対
象
に

利
用
料
金
の
割
引
き
も
考
慮
す

る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
が
温

泉
施
設
運
営
委
員
会
で
良
く
検

討
し
た
い
。

　

他
に
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て

保
健
師
の
仕
事
が
高
齢
者
福
祉
、

子
育
支
援
、
教
育
現
場
に
と
多
方

面
に
わ
た
り
大
変
な
中
で
保
健
予

防
活
動
の
充
実
を
望
む
質
問
あ

質
問　

災
害
に
強
い
村
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
く
家
庭
用
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
考
え
方
は
。

村
長　

今
年
度
作
成
す
る
地
域

防
災
計
画
に
現
実
的
な
計
画
を

立
案
し
、
災
害
時
に
早
い
行
動

の
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底

を
図
り
た
い
。
行
政
、
消
防
団
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
り
地
域
を

挙
げ
て
防
災
意
識
の
向
上
に
努

め
た
い
。
家
庭
用
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
地
域
別
に
避
難
場
所
、

日
頃
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
な

ど
を
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
作
成
す

る
。

質
問　

み
ず
か
ら
の
地
域
を
守

る
た
め
最
小
限
で
き
る
こ
と
の

自
主
防
災
組
織
結
成
の
考
え
方

は
。

村
長　

自
主
防
災
組
織
の
設
立

は
、
助
か
り
た
い
か
ら
助
け
合

う
を
モ
ッ
ト
ー
に
麻
績
消
防
署

と
協
議
し
、
各
区
へ
働
き
か
け
、

18
年
度
中
に
各
地
区
よ
り
1
団

体
ず
つ
選
定
し
、
ま
ず
会
議
の

運
営
を
し
、
そ
の
後
、
全
村
に

働
き
か
け
を
し
自
ら
立
ち
上
が
っ

た
防
災
組
織
に
な
る
よ
う
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

計
画
で
い
る
。

質
問　

村
民
を
は
じ
め
観
光
客

の
皆
さ
ん
が
、
い
ざ
と
い
う
と

き
対
応
で
き
る
よ
う
、
避
難
施

設
、
場
所
な
ど
知
ら
せ
る
避
難

案
内
看
板
設
置
の
考
え
方
は
。

村
長　

避
難
案
内
看
板
の
設
置

は
い
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ま

ず
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
で

守
る
、
助
か
り
た
い
か
ら
助
け

合
う
、
こ
う
い
う
気
持
を
早
く

植
え
つ
け
て
、
そ
れ
を
も
と
に

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
今
の

と
こ
ろ
計
画
し
て
い
な
い
が
地

域
防
災
計
画
を
作
成
す
る
中
で

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

災
害
に
よ
っ
て
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
と
ま
る
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
状
況
が
考
え
ら
れ
る
、
全

村
的
防
災
訓
練
の
考
え
方
は
。

村
長　

全
村
的
な
防
災
訓
練
を

行
う
に
は
、
自
分
の
地
域
を
自

分
で
守
る
、
助
か
り
た
い
か
ら

助
け
合
う
と
い
う
も
の
に
な
っ

て
こ
な
け
れ
ば
、
全
村
的
に
や
っ

て
も
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
な

い
か
、
今
は
自
主
防
災
組
織
の

設
立
を
最
優
先
に
進
め
て
い
き

た
い
。

質
問　

子
供
の
下
校
時
に
防
災

行
政
無
線
で
音
楽
放
送
を
流
し

子
供
た
ち
を
守
る
考
え
方
は
。

村
長　

現
在
、
時
間
を
知
ら
せ

る
放
送
が
流
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
新
た
に
固
定
し
て

の
放
送
を
流
す
と
な
る
と
現
在

の
も
の
を
含
め
て
検
討
し
直
す

必
要
が
あ
る
。
子
供
た
ち
の
安

全
を
守
る
こ
と
は
地
域
社
会
の

義
務
で
あ
り
安
全
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問　

小
学
校
の
校
歌
と
組
み

合
わ
せ
て
防
犯
ブ
ザ
ー
を
流
す

考
え
方
は
。

教
育
長　

防
犯
ブ
ザ
ー
の
音
は

旧
坂
井
村
で
広
報
無
線
で
流
し

協
力
を
求
め
て
き
た
。
防
犯
ブ

ザ
ー
の
音
の
徹
底
に
つ
い
て
学

校
と
も
相
談
し
な
が
ら
実
施
し

た
い
。
校
歌
を
流
し
て
一
緒
に

と
い
う
の
は
、
ほ
か
の
放
送
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
。
教
育
委

員
会
に
も
諮
っ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

宮
澤
信
雄
議
員

防
災
行
政
に
つ
い
て

、

12

と
に
年
度
内
に
は
旧
3
地
区
の

説
明
会
を
持
ち
、
要
望
を
と
り

た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
個
人
的
に
は

テ
レ
ビ
の
み
の
方
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
加
入
し
て
い
る
方
と
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、
そ
の
方
々
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
今
後
進
め

た
い
。
多
額
の
事
業
費
が
か
か

る
こ
と
で
あ
り
、
個
人
負
担
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
家
屋
の
状

況
も
あ
り
、
整
備
の
内
容
に
よ

り
定
め
た
い
。
今
後
の
検
討
課

題
で
あ
り
、
先
進
地
の
事
例
を

参
考
に
計
画
を
し
た
い
。

質
問　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導

入
は
行
政
機
関
の
個
人
情
報
処

理
能
力
を
拡
大
し
た
。
一
方
で

情
報
の
漏
え
い
等
に
よ
り
ト
ラ

ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。
村
の

情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

を
尋
ね
た
い
。

村
長　

情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年

に
旧
4
村
で
作
製
し
た
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
引

き
継
い
で
適
用
し
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ィ
ニ
ー
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
情
報
流
出
に
つ
い

て
も
、
庁
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
へ
の
許
可
さ
れ
な
い
ソ
フ
ト

の
持
ち
込
み
や
個
人
の
パ
ソ
コ

ン
等
の
接
続
を
禁
止
し
て
い
る
。

物
理
的
な
措
置
と
し
て
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
の
設
置
や
ウ
ィ

ル
ス
対
策
を
施
し
て
お
り
、
機

関
業
務
系
、
情
報
系
の
分
離
処

置
も
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
上
、
手
順
書
の
作
成
や
外
部

監
査
の
実
施
も
国
・
県
よ
り
求

め
ら
れ
て
い
る
情
況
下
に
あ
り

さ
ら
に
対
策
を
進
め
た
い
。

質
問　

旧
坂
北
村
授
産
所
は
、

昭
和
53
年
現
地
に
開
設
さ
れ
、

合
併
に
よ
り
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

と
な
り
、
約
28
年
が
経
過
し
坂

北
地
区
の
六
工
の
地
籍
に
あ
り

ま
す
。
村
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
第
1
条
に
は
、
低
所

得
者
等
に
対
し
、
就
労
の
機
会

を
与
え
所
得
の
増
加
を
計
る
た

め
の
授
産
施
設
と
し
て
筑
北
村

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在

約
8
名
の
方
が
働
く
場
所
を
求

め
て
待
機
し
て
お
り
、
就
労
セ

ン
タ
ー
管
理
条
例
第
6
条
に
は
、

定
員
30
名
と
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
定
員
40
名
へ
の
改
正
を
要

望
す
る
が
い
か
が
か
。

村
長　

就
労
人
員
を
30
名
か
ら

40
名
に
と
の
事
で
す
が
、
管
理

規
則
で
30
名
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
目
的
と
し
て
は
、
就
労
の

機
会
を
与
え
、
技
能
習
得
さ
せ

指
導
を
し
、
生
活
の
向
上
を
図

り
、
自
立
を
目
的
と
し
て
い
る
。

現
在
待
機
者
は
、
8
名
と
お
聞

き
し
て
お
り
、
現
状
を
よ
く
把

握
し
授
産
所
運
営
委
員
会
に
も

諮
り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

現
場
所
は
、
大
変
交
通

の
便
が
悪
く
危
険
な
場
所
で
あ

り
、
33
名
の
方
の
う
ち
、
18
名

の
方
が
歩
い
て
通
所
し
て
い
る
。

築
後
28
年
を
経
過
し
て
い
る
が
、

現
在
地
よ
り
交
通
の
便
利
の
良

い
安
全
な
場
所
へ
の
移
転
改
築

を
要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

村
長　

施
設
の
移
転
改
築
の
件

で
す
が
、
村
の
建
設
計
画
で
は

20
年
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
交

通
量
も
多
く
、
道
路
も
カ
ー
ブ

と
な
っ
て
お
り
施
設
に
出
入
り

す
る
に
は
危
険
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
、
県
と
も
話
を
良
く
つ
め

て
行
き
運
営
委
員
会
で
検
討
し

て
参
り
た
い
。

質
問　

村
内
に
ひ
き
こ
も
り
の

方
が
約
10
名
お
ら
れ
る
と
お
聞

き
し
て
い
る
。
働
く
希
望
が
あ

り
授
産
所
へ
い
け
な
い
方
へ
の

家
庭
内
授
産
の
実
施
を
要
望
す

る
が
い
か
が
か
。

村
長　

家
庭
内
授
産
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
専
門
指
導
員
1
名

の
配
置
が
必
要
で
あ
り
、
家
庭

内
授
産
利
用
者
も
定
員
に
含
ま

れ
る
た
め
当
面
は
通
所
利
用
を

基
本
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

旧
坂
北
村
社
会
体
育
館

は
、
昭
和
55
年
に
開
館
し
、
26

年
が
経
過
し
て
い
る
。
合
併
前

に
ト
イ
レ
水
洗
化
を
計
画
し
ま

し
た
が
、
財
政
等
の
理
由
に
よ

り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
旧
3

村
の
体
育
館
の
中
で
は
坂
北
の

み
水
洗
化
が
未
整
備
で
あ
り
、

秋
に
は
村
の
文
化
祭
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。18
年
度
に
ト
イ
レ
水

洗
化
を
要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

村
長　

村
の
行
事
で
体
育
館
及

び
小
学
校
校
庭
を
利
用
し
た
時

ト
イ
レ
の
施
設
に
不
便
と
、
衛

生
上
の
問
題
を
感
じ
た
。
国
・

県
の
補
助
金
を
仰
ぎ
な
が
ら
19

年
度
の
実
施
に
向
け
て
進
め
て

い
く
。

質
問　

温
泉
施
設
運
営
委
員
会

の
審
議
内
容
と
今
後
の
方
向
づ

け
は
。

村
長　

施
設
の
現
状
、
営
業
方

針
、
計
画
及
び
今
後
の
課
題
を

説
明
、
村
民
の
憩
い
の
場
、
保

養
、
健
康
福
祉
的
な
施
設
と
し

て
い
く
為
に
ど
の
よ
う
な
運
営

を
し
て
い
け
ば
良
い
か
委
員
会

に
諮
る
。
指
定
管
理
者
制
度
に

つ
い
て
は
、
行
政
改
革
運
営
委

員
会
に
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、

運
営
面
と
合
せ
て
温
泉
施
設
運

営
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
こ
と

を
双
方
の
意
見
交
換
で
き
る
委

員
会
と
し
て
い
き
た
い
。
各
施

設
を
見
て
廻
り
な
が
ら
、
具
体

的
な
検
討
項
目
を
提
出
し
た
い
。

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

事
業
拡
充
策
に
つ
い
て

社
会
体
育
館
ト
イ
レ

水
洗
化
に
つ
い
て

滝
沢
千
代
江
議
員

温
泉
施
設
の

充
実
に
つ
い
て

山　

好
弘
議
員
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温
泉
の
宿
泊
施
設
は
ど
こ
で

も
利
用
客
の
減
少
で
大
変
な
経

営
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
本
村
の
3
施
設
も
村
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
経
営
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
合

併
協
議
の
中
で
も
宿
泊
施
設
等

運
営
維
持
管
理
に
つ
い
て（
平

成
16
年
6
月
）で
「
現
行
の
ま

ま
新
村
に
移
行
し
、
合
併
後
直

ち
に
検
討
委
員
会
を
設
け
、
3

年
を
目
途
に
、
民
間
委
託
も
含

め
施
設
の
運
営
形
態
の
見
直
し

を
行
う
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
検
討
委
員
会
が
発
足

し
初
会
合
が
も
た
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
は
縮
小
予
算
で

す
が
村
の
繰
り
出
し
も
多
く
冠

着
荘
は
4
0
0
0
万
円
余
の
支

出
と
な
っ
て
お
り
、
議
会
で
も

改
善
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
5
月
30
日
、
利
用
度
も

高
く
比
較
的
経
営
の
安
定
し
て

い
る
東
信
の
日
帰
り
温
泉
の
旧

武
石
村
う
つ
く
し
の
湯
、
旧
長

門
町
や
す
ら
ぎ
の
湯
、
立
科
町

の
権
現
の
湯
の
3
施
設
を
村
長

も
同
行
し
視
察
し
ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
概
要
で
す
。

　

こ
の
施
設
は
隣
接
し
て
お
り

旧
武
石
村
と
旧
長
門
町
は
人
口

も
4
0
0
0
〜
6
0
0
0
人
、

立
科
町
は
8
0
0
0
人
で
上
田
、

佐
久
他
の
周
辺
人
口
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
開
設
は

平
成
10
、
11
年
で
建
物
も
新
し

く
清
掃
も
行
き
届
き
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
、
広
い
休
憩
所
と

身
体
の
不
自
由
な
方
の
為
の
福

祉
風
呂
、
露
天
風
呂
、
サ
ウ
ナ

等
々
に
カ
ラ
オ
ケ
施
設
も
あ
り
、

周
辺
に
は
遊
具
、
マ
レ
ッ
ト
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
も
完
備
。

休
館
は
週
又
は
2
週
に
1
回
、

時
間
も
午
前
9
時
30
分
又
は
10

時
〜
午
後
9
時
30
分
、
10
時
と

長
く
食
堂
は
い
つ
で
も
利
用
で

き
メ
ニ
ュ
ー
も
多
く
、
持
ち
込

み
も
出
来
ま
す
。
や
す
ら
ぎ
の

湯
は
道
の
駅（
マ
ル
メ
ロ
）に
隣

接
し
、
う
つ
く
し
の
湯
は
景
色

も
良
く
特
に
権
現
の
湯
は
大
き

な
窓
ご
し
に
田
園
と
浅
間
連
峰

の
絶
景
が
眺
望
で
き
ま
す
。
管

理
は
う
つ
く
し
と
や
す
ら
ぎ
が

公
社
方
式
、
権
現
が
町
の
一
般

会
計
で
扱
っ
て
い
ま
す
。
料
金

は
う
つ
く
し
、
権
現
が
4
0
0

円
、
や
す
ら
ぎ
が
5
0
0
円
、

入
館
者
は
う
つ
く
し
年
12
万
人

（
1
日
3
5
0
人
）
や
す
ら
ぎ

18
万
人（
1
日
5
6
0
人
）権
現

21
万
人（
1
日
6
8
0
人
）で
す
。

利
用
状
況
は
地
区
外
が
50
〜
70

％
と
多
く
、
収
支
は
、
う
つ
く

し
、
権
現
は
6
0
0
万
円
の
赤

字
、
や
す
ら
ぎ
は
黒
字
で
後
2

年
位
で
借
入
金
の
返
済
が
完
了

可
能
。
湯
源
は
温
泉
で
40
度
前

後
で
す
が
石
油
消
費
も
多
く
大

き
な
比
重
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

う
つ
く
し
は
地
区
内
、
他
は
上

田
の
大
手
か
ら
格
安
で
購
入
し

て
お
り
議
員
か
ら
の
指
摘
も
あ

り
全
て
の
面
で
節
約
節
減
に
努

め
て
い
ま
す
。
筑
北
で
は
宿
泊

施
設
で
の
経
営
は
大
変
で
し
ょ

う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
視
察
し
た
東
信
の
日
帰

り
温
泉
の
概
要
で
す
が
、
何
と

い
っ
て
も
低
料
金
で
入
館
で
き

一
日
ゆ
っ
く
り
気
楽
に
休
養
で

き
る
こ
と
が
う
ら
や
ま
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

視
察
後
議
会
で
反
省
会
が
開

か
れ
論
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
村
の
繰
り
出
し
が
5
5
0

0
万
円
位
だ
が
少
子
高
齢
化
進

行
で
恒
常
的
に
1
人
1
万
円
程

の
負
担
と
な
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
が

検
討
委
員
会
の
会
議
の
推
移
を

み
な
が
ら
、
議
会
で
も
村
づ
く

り
の
観
点
か
ら
研
究
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
活
発
な
論
議
や
提
言
を

お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

温
泉
施
設
の
視
察
に
つ
い
て

議会日誌
7月
 18日 イベント実行委員会
 25日 青木村議会議員懇談会打合せ
 29日 イベント実行委員会

8月
 4日 県道真田新田線改良促進期成同盟会総会
 9日 イベント実行委員会

 9日 村づくり推進検討委員会
 10日 青木・麻績インター・新町間県道整備促進期成同盟会
 15日 平成18年坂井地区成人式
  本城地区 夏まつり
 21日 イベント実行委員会
 22日 温泉施設運営委員会
 27日 イベント実行委員会

建
設
産
業
常
任
委
員
長

山　

日
出
男

第4号
平成18年9月22日発行

ワクチン 出生時 ６ヶ月 １２ヶ月 １８ヶ月 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳

改　正　点改　正　点

　

こ
れ
ま
で
遺
族
年
金
及
び
障

害
年
金
の
受
給
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
個
別
に
市
町
村
の
窓
口
で

納
付
、
銀
行
預
金
等
か
ら
口
座

振
替
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た

だ
き
、
介
護
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
を
運
営
す
る

市
町
村
等
か
ら
、
毎
月
の
手
続

き
の
負
担
軽
減
や
納
め
忘
れ
の

防
止
の
た
め
、
介
護
保
険
料
を

天
引
き
す
る
年
金
の
種
類
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
要
望
を
受
け
て
、

平
成
18
年
10
月
か
ら
、
遺
族
年

金
及
び
障
害
年
金
に
つ
い
て
も
、

介
護
保
険
料
を
天
引
き
す
る
年

金
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
年
額
18
万
円
以
上
受
給
さ
れ

る
見
込
み
等
の
要
件
を
満
た
す

方
が
対
象
で
す
。）

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
は
介

護
保
険
料
の
未
納
付
を
防
止
で

き
る
こ
と
と
な
り
、
一
方
、
被

保
険
者
の
方
に
も
介
護
保
険
料

を
納
め
る
手
続
き
が
簡
素
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
、
介

護
保
険
料
の
算
定
の
際
に
遺
族

年
金
及
び
障
害
年
金
の
受
給
額

は
、
所
得
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
か
ら
の

介
護
保
険
料
特
別
徴
収（
天
引
き
）に
つ
い
て

予防接種法の一部が改正されました。予防接種法の一部が改正されました。
このことにより麻疹、風疹の予防接種の
受け方が変わりましたのでご注意ください。

（対 象 者）生後１２月から生後９０月に至るまでの間にある者
（接種方法）麻疹及び風疹の単独ワクチンを１回ずつ接種

改正後　平成１８年６月２日以降

改正前　平成１８年３月３１日まで

（対 象 者）第１期：生後１２月から生後２４月に至るまでの間にある者
　　　　　第２期：５歳以上７歳未満の者（いわゆる保育園等の年長児）
（接種方法）麻疹・風疹混合ワクチンを第１期、第２期で１回ずつ

※２期目は、第１期の接種で免疫の獲得が不十分な者や接種後期間の経過に伴い免疫が
　低下した者に対する免疫付与・強化を目的として実施されます。

予防接種は大切なお子さんの健康を守るためのものです。
予防接種を受ける時は、お子さんの体調のよい時に
受けるようにしましょう。
ご不明な点等は、保健師までお問い合わせください。

ワクチン 出生時

麻疹ワクチン

風疹ワクチン

麻疹と風疹の
混合ワクチン

６ヶ月 １２ヶ月 １８ヶ月 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳

第１期 １回

１回

第２期 １回

１回

15
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地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者の皆さんを、介護・保健
・福祉・医療などさまざまな面から総合的に支えるために設けられまし
た。皆さんがいつまでも自分らしく、住みなれた村で生活できるよう、
相談をお受けします。お気軽にご利用ください。

こんな事で困っているんですけど… こうしてみますか？

色々な講演会があるようだが、膝が痛く
て聞きに行きたくも出られない…

地区の公民館など、身近な会場で学習会
を開く計画をたてます

家族はいるが、昼間は独りになる。話し
相手や趣味を楽しむ所はないですか…

村では社会福祉協議会に委託して、生き
がいデイサービスや地区へ出向くサロン
などの介護予防事業を行なっています

物忘れがひどくなってきたし、ずっとこ
こで暮らせる自信がない…

家族や隣近所の人、民生委員、ケアマネ
－ジャー等と相談しながら、より良い方
法を考えていきます

その他お困りのことがありましたら、遠慮せずにご相談ください。

連絡先　筑北村本城総合支所　筑北村地域包括支援センター

　こんにちは筑北村地域包括支援センターです　こんにちは筑北村地域包括支援センターです

６６－２１１１

隣の一人暮らしのおじい
さんがあまり話をしなくなり、外へ
も出なくなったので心配ですが…

自宅を訪問して、困っ
ていることや心配なことを伺います

　必要なサービスを利用していただける
　　よう紹介します

どんなことで困っている
　か伺い、関係する所につなぎます

心配なことがあるけど、　
　どこに相談していいかわからない…

安心して自宅で生活で
きるように、病院と連絡を取りな
　　がら退院後の生活について計画を

　　　たてます

今は入院中だが、
退院してからのことが心配…

一人暮らしで認知症があ
る。テレビの通販でどんどん買って
しまい、支払に困っているが…

村では社協に委託し、
日常生活費に要する預貯金の出し
入れ、年金等の受領確認などの代

行を行ないます

17

健康カレンダー（ 10・11 月）健康カレンダー（ 10・11 月）
11　　　月

乳児健康診査
（筑北母子健康センター）
午後１時から

幼児健康診査
（筑北母子健康センター）
午後0時45分から

すくすく２歳児健康相談
（筑北母子健康センター）
午前9時30分から

あそびの教室
（麻績村保健センター）
午前9時30分から

たんぽぽクラブ
（麻績村保健センター）
午前9時30分から

お誕生日教室
（坂北福祉センター）
午前10時から

ママさんらくらくクッキング
午前10時から

乳幼児健康相談
午前9時30分から

育児サークル
午前10時から

筑北デイケア

わくわく健康教室

集団接種

 24日
 Ｈ17.11.03～18.01.04生
 Ｈ18.05.03～18.07.04生

  21日（年間予定に変更あり）
  Ｈ15.08.27～15.10.21生
  Ｈ17.03.27～17.05.21生

 11日
 Ｈ16.08.10～16.10.11生
  

 3日・17日 7日・28日
  
  

 ５日 9日・19日 
  
  

 19日 
 Ｈ17.06.21～17.10.19生 

 
 18日 15日
 （本城支所２階調理室） （坂北福祉センター調理室）

 26日 30日
 （本城子育て支援施設） （坂北福祉センター）

 04日（坂井公民館：心と体の発達） 08日（坂北福祉センター：リトミック）
 25日（坂井公民館：リトミック） 29日（坂北福祉センター：子どもの病気）

 04日・18日 01日・15日

 10日・25日（本城支所） 06日・17日（本城支所）
 30日（坂北福祉センター） 07日（坂北福祉センター）
 午後2時から4時 時間異なる
  
 05日・17日 08日・22日
  
 ポリオ 10日（坂北地区）
  18日（坂井地区）
  31日（本城地区）

内　　　　容 10　　　月

母　
　
　

子　
　
　

事　
　
　

業

保

健

事

業

予
防
接
種

さわやかスマイル運動教室
午後1時30分から3時30分

頭の体操

10月、11月は季節の変わり目です。
暑かった夏の疲れを癒し体調を整えて

冬の寒さに備えましょう！
（ちょっとだけ頭の体操）

□に文字を入れてね

ヨボ　セッシュ

　ンフルエ　ザ

チョ　ジュ

□

□ □

□

ガ ケ

コ
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k2

く
、ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
で
仲
が

良
か
っ
た
。中
学
時
代
、合
唱
に

力
を
入
れ
、卒
業
時
に
は
何
度

も
練
習
し
た
自
分
達
の
歌
を
Ｃ

Ｄ
に
し
た
。そ
れ
が
大
変
苦
労

し
た
」と
、今
で
は
落
ち
着
い
た

教
え
子
に
目
を
細
め
て
い
ま
し

た
。同
窓
会
長
を
務
め
る
内
山

界
人
さ
ん
は「
合
併
後
、初
め
て

の
成
人
式
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
が
あ
っ
た
が
、僕
ら
の
希
望

を
く
ん
で
今
回
は
坂
井
地
区
の

み
の
参
加
者
に
な
っ
た
。身
内

の
よ
う
な
気
楽
さ
が
あ
り
と
て

も
良
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人

た
ち
は
お
互
い
に「
き
れ
い
に
な
っ

た
」「
大
人
に
な
っ
た
け
れ
ど
中

身
は
変
わ
ら
な
い
ね
」「
オ
ヤ
ジ

化
し
た
」な
ど
と
談
笑
し
て
い

ま
し
た
。

　

坂
井
公
民
館
で
は
、
7
月
8

日（
土
）に「
韓
国
料
理
教
室
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
国
際
交
流
で
韓
国
の

ソ
ウ
ル
出
身
の
李
珪
榮（
イ
ー
・

キ
ュ
ウ
ヨ
ン
）さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
、筑
北
村
各
地
か
ら

20
名
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
4
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、和
気
あ
い
あ
い
と
韓
国

料
理
の
中
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

「
ト
ッ
ポ
キ
ー
」と
い
う
韓
国
も

ち
の
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン（
韓
国
の

辛
み
そ
）炒
め
を
作
り
ま
し
た
。

　

ト
ッ
ポ
キ
ー
は
韓
国
で
は
、

お
や
つ
と
し
て
老
若
男
女
問
わ

ず
食
べ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
、

屋
台
で
も
売
ら
れ
て
お
り
、家

庭
で
作
る
よ
り
も
お
い
し
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

ご
ま
や
に
ん
に
く
、そ
の
他

の
食
材
も
韓
国
と
日
本
の
物
で

は
味
が
違
う
よ
う
で
、味
付
け

も
食
べ
や
す
い
よ
う
に
辛
味
を

お
さ
え
て
作
り
ま
し
た
。

　

料
理
終
了
後
に
は
、み
ん
な

で
試
食
を
し
、参
加
者
間
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。試
食
後
は
、

講
師
の
李
さ
ん
か
ら
韓
国
の
文

化
や
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、今
ま
で
よ
り
韓

国
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

韓
国
料
理
教
室

韓
国
料
理
教
室

韓
国
料
理
教
室

陶
芸
教
室
開
催

陶
芸
教
室
開
催

　

俳
人
村
越
化
石
は
ハ
ン
セ
ン
病

隔
離
政
策
に
よ
り
故
郷
を
追
わ
れ
、

「
ラ
イ
予
防
法
」廃
止
後
、六
十
四
年

ぶ
り
に
病
に
よ
り
光
を
失
っ
た
目

で
故
郷
に
帰
り
、前
出
の
句
を
詠
ん

だ
。

　

故
郷
を
久
し
く
離
れ
帰
っ
た
私
は
、

世
間
と
い
う
も
の
が
平
気
で
個
人

を
裁
く
不
条
理
さ
や
、異
な
る
も
の

を
排
除
し
よ
う
と
す
る
故
郷
の
空

気
に
閉
塞
感
す
ら
覚
え
、今
だ
わ
だ

か
ま
り
を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き

ず
に
い
る
。

　

し
か
し
、故
郷
の
人
々
か
ら
石
を

持
て
追
わ
れ
る
ご
と
き
残
酷
な
仕

打
ち
を
受
け
て
も
、
俳
人
は
「
よ
き

人
ら
」
と
詠
ん
で
い
る
。
憎
し
み
恨

み
の
負
の
感
情
が
無
か
っ
た
と
は

言
い
難
い
。そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
浄

化
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

俳
人
の
魂
の
遍
歴
を
知
り
た
い
。

そ
れ
を
知
る
為
の
心
の
作
業
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、自
分
に
足
り
な
い

も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
は
と
考

え
て
い
る
。

　

お
盆
直
前
の
8
月
10
日
、坂

井
公
民
館
で
陶
芸
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。講
師
は
筑
北
村

教
育
委
員
長
の
本
田
卓
司
先
生

で
す
。始
め
に
宮
下
房
夫
公
民

館
長
が「
村
民
か
ら
の
長
年
の

要
望
が
実
り
や
っ
と
実
現
し
た

が
、早
い
者
勝
ち
に
な
っ
て
し

ま
い
、漏
れ
た
方
々
に
は
申
し

訳
な
か
っ
た
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

本
田
先
生
は
、ご
自
身
の
窯

を
持
ち
、作
品
の
製
作
に
使
う「
う

わ
ぐ
す
り
」も
自
作
の
物
を
利

用
し
て
お
り「
素
朴
な
材
料
だ

が
自
分
の
思
い
の
ま
ま
に
で
き

る
所
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。参
加
者

は
40
代
〜
60
代
の
女
性
十
人
で
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
先
生
の
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

柔
ら
か
い
素
材
な
の
に
な
か

な
か
言
う
事
を
聞
い
て
く
れ
な

い
土
に
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、

不
出
来
な
が
ら
何
と
か
形
に
な
っ

て
い
く
自
分
の
作
品
の
何
と
可

愛
い
事
か
。参
加
者
か
ら
は「
土

の
感
触
が
気
持
ち
い
い
」「
子
供

の
頃
の
土
い
じ
り
を
思
い
出
し
、

と
て
も
楽
し
い
が
仕
上
げ
が
難

し
か
っ
た
」「
自
分
流
に
作
る
こ

と
が
で
き
面
白
い
」と
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。本

田
先
生
は「
こ
の
新
し
い
素
材

に
緊
張
し
た
り
苦
悩
し
た
り
し

な
が
ら
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
、成

功
感
や
自
分
で
も
で
き
る
ん
だ

と
い
う
達
成
感
を
味
わ
っ
て
欲

し
い
。こ
の
暑
い
中
、参
加
し
て

く
れ
た
方
々
は
素
敵
だ
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

よ
き
里
に
よ
き
人
ら
住
み

  　
　
　
　

茶
が
咲
け
り
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さ

か

い

さ

か

い

　

坂
井
公
民
館
で
は
、
6
月
2

日（
金
）か
ら
全
6
回
の
予
定
で

坂
井
地
区
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
「
う
る
お
い
学
級
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
高
齢
者
の
方

が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
送
る
た
め
の
糧
と
し
て
も

ら
お
う
と
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
1
回
目
は
、
開
講
式
と
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・「
悪
徳
商

法
の
手
口
と
そ
の
対
処
法
に
つ

い
て
」と
題
し
、講
師
に
長
野
県

生
活
文
化
チ
ー
ム
消
費
者
ユ
ニ
ッ

ト
の
宇
都
宮
企
画
員
さ
ん
を
お

招
き
し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
講
演
に
は
20
名
の
方
々
が

出
席
さ
れ
、
ビ
デ
オ
や
資
料
を

熱
心
に
見
聞
き
し
、
被
害
状
況

や
消
費
者
生
活
相
談
の
現
状
、

実
際
に
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
対
処
法
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

第
2
回
は
、
村
外
講
座
で
長

野
市
の
東
山
魁
夷
館
と
善
光
寺
、

長
野
県
庁
を
見
学
し
ま
し
た
。

22
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
バ

ス
の
中
で
は
社
会
教
育
指
導
員

の
堀
田
先
生
の
善
光
寺
の
性
格

や
本
尊
、
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
見
学
場
所
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　

善
光
寺
で
は
、
宿
坊
の
方
の

案
内
で
本
堂（
国
宝
）・
経
蔵（
重

要
文
化
財
）
や
お
戒
壇
め
ぐ
り

な
ど
を
回
り
、
個
人
で
は
な
か

な
か
見
聞
き
で
き
な
い
よ
う
な

所
な
ど
を
熱
心
に
見
学
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
県
庁
で
は
長
野

県
警
察
本
部
の
通
信
司
令
室
や

議
場
を
県
職
員
の
案
内
で
見
学

し
、
見
聞
を
広
め
て
い
ま
し
た
。

　

第
3
回
は
、
健
康
づ
く
り
と

し
て
冠
着
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
行
い
、

13
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
普

段
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　

9
月
に
は
人
権
学
習
、
10
月

に
は
、
公
開
講
座
と
し
て
関
森

村
長
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
（
坂

北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

う
る
お
い
学
級

　
　

開
催
中
で
す

う
る
お
い
学
級

　
　

開
催
中
で
す

サ
カ
イ
ン
ピ
ッ
ク
が

　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

6
月
17
日（
土
）坂
井
小
学
校

の
参
観
日
に
あ
わ
せ
て
坂
井
小

学
校
体
育
館
に
お
い
て
「
サ
カ

イ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
坂
井
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
学
校
児
童
・
保
護
者
・
地

区
住
民
・
先
生
な
ど
約
1
4
0

名
が
参
加
し
、
10
チ
ー
ム
に
分

か
れ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
や
空

き
缶
積
み
競
争
な
ど
5
種
目
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
2
列
に
イ
ス
を
並
べ

向
か
い
合
っ
て
座
り
、
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル
に
入
れ
る「
ベ

ン
チ
サ
ッ
カ
ー
」
は
児
童
は
も

ち
ろ
ん
大
人
も
必
死
に
な
っ
て

戦
い
、
思
わ
ず
イ
ス
か
ら
落
ち

て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
ゲ
ー
ム

で
も
チ
ー
ム
で
作
戦
を
練
っ
て

団
結
し
、
汗
を
拭
い
な
が
ら
優

勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　

感
想
を
６
年
生
の
男
の
子
と

女
の
子
に
聞
い
て
み
る
と
「
楽

し
か
っ
た
！　

ま
た
や
り
た
い

け
ど
今
度
は
中
学
生
に
な
っ
ち
ゃ

う
か
ら
な
あ
。
本
当
に
楽
し
か
っ

た
！
」
と
と
て
も
い
き
い
き
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

で
は
、
最
下
位
の
チ
ー
ム
に
は

罰
ゲ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る

な
ど
と
て
も
楽
し
い
「
サ
カ
イ

ン
ピ
ッ
ク
」
で
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、今
年
も
恒
例
の

成
人
式
が
8
月
15
日
、坂
井
公

民
館
で
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
従
前
ど
お
り
、坂
井
地

区
の
み
で
行
わ
れ
、
18
人
の
新

成
人
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
関
森
村
長
始
め
、各

来
賓
か
ら
新
成
人
へ
の
期
待
と

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
代
表
の
宮
下
実
季
さ
ん

が「
私
達
は
新
校
舎
初
の
卒
業
生
。

今
日
を
、過
去
の
反
省
を
し
将

来
の
目
標
を
定
め
る
日
と
し
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

筑
北
中
学
校
時
代
の
恩
師
宮

川
源
三
郎
先
生
は「
こ
の
ク
ラ

ス
は
男
女
共
と
て
も
元
気
が
よ

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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此
の
地
に
生
き
て

　

一
農
家
に
生
れ
七
人
兄
姉
の

四
男
の
末
子
と
し
て
成
長
し
て

来
た
。昔
を
語
っ
て
も
現
代
人

に
は
通
用
し
な
い
が
と
決
め
込

ん
で
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
、

然
し
自
分
の
子
供
だ
け
に
は
、

遺
言
め
い
た
文
章
に
て
語
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。親
父
も
兄

達
も
早
く
亡
く
な
っ
た
た
め
末
っ

子
の
私
が
百
姓
の
後
継
ぎ
と
小

学
校
五
年
頃
よ
り
思
わ
れ
て
居

た
様
だ
。

　

小
六
で
農
学
校
へ
行
か
せ
て

も
ら
っ
た
。戦
中
戦
後
と
大
変

な
時
季
に
、ま
し
て
や
農
学
校

故
に
、勉
強
の
方
は
、五
分
位
あ

と
の
五
分
は
実
習
で
あ
っ
た
。

中
で
も
ロ
ー
マ
字
と
英
語
を
少

し
覚
え
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。此
の
学
校
へ
出
し
て
も
ら
っ

た
の
は
今
は
亡
き
姉
の
お
陰
で

あ
る
。男
手
が
無
い
た
め
、親
代

わ
り
と
し
て
牛
を
使
い
山
の
木

出
し
、土
引
を
し
て
賃
稼
ぎ
を

し
た
お
金
に
て
出
し
て
貰
っ
た

事
、感
謝
せ
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
。

其
の
戦
中
に
、東
京
の
従
妹
が

疎
開
し
て
来
て
居
た
時
の
事
だ
。

私
よ
り
下
が
無
か
っ
た
の
で
兄

貴
ぶ
っ
て
実
の
妹
の
様
な
気
が

し
て
居
た
も
の
だ
。お
盆
が
近

づ
く
と
家
の
ぐ
る
わ
の
草
む
し

り
を
何
処
の
農
家
も
や
る
習
慣

に
な
っ
て
居
た
。吾
が
家
も
裏
に
、

赤
線
の
道
が
あ
り
自
分
の
側
を

草
む
し
り
し
た
も
の
だ
。其
の

状
況
を
五
七
五
に
ま
と
め
、「
裏

の
道
や
だ
く
な
る
か
な
草
む
し

り
」と
、川
柳
だ
か
俳
句
だ
か
分

ら
な
い
が
其
の
当
時
と
し
て
は

精
一
杯
だ
っ
た
と
思
う
。其
の

後
従
妹
と
会
う
度
に
此
の
話
を

し
て
笑
っ
た
物
で
あ
る
。其
の

従
妹
も
昨
年
亡
く
な
っ
た
。こ

れ
が
私
の
俳
句
作
り
の
原
点
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。何
十

年
経
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
五

七
五
の
字
句
で
あ
る
。

　

其
の
後
成
長
し
二
十
代
に
亡

き
滝
澤
和
喜
氏
を
中
心
に「
雲
流
」

と
言
う
俳
句
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
記
憶
が
薄
れ
て
し
ま
う
が
数

十
号
ま
で
発
刊
し
た
事
が
あ
っ

た
。十
四
、五
人
は
居
た
か
も
知

れ
な
い
。今
は
亡
き「
天
狼
」主

宰
で
あ
っ
た
山
口
誓
子
に
投
稿

さ
れ
て
居
た
滝
沢
さ
ん
を
師
と

し
て
週
一
回
昔
の
公
会
堂
で
句

会
を
や
っ
た
も
の
だ
。非
常
に

厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。今
度
こ
そ
、

今
度
こ
そ
と
作
っ
て
行
っ
て
も

こ
れ
は
い
い
と
言
っ
た
事
は
一

度
も
無
か
っ
た
事
を
覚
え
て
居

る
。私
が
四
十
二
歳
の
時
よ
り

松
本
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
様
に
な
っ

て
も
、い
つ
も
滝
沢
さ
ん
と
一

緒
だ
っ
た
の
で
私
も「
天
狼
」へ

投
句
す
る
様
に
な
り
た
ま
た
ま

一
句
が
入
選
し
た
時
の
句「
稲

架
軋
し
む
音
し
て
直
ぐ
に
は
帰

ら
れ
ず
」で
あ
っ
た
。滝
沢
さ
ん

は
其
の
句
を
見
て
だ
ま
っ
て
見

て
居
て
く
れ
た
も
の
だ
。自
分

の
詩
が
活
字
に
な
る
事
の
嬉
し

さ
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
の
は
、

生
涯
忘
れ
る
事
の
な
い
感
慨
で

あ
っ
た
。又
信
毎
に
投
句
し
て

始
め
て
活
字
に
な
っ
た
句
は
、

此
の
先
生
も
今
は
亡
く
な
っ
て

仕
舞
っ
た
が
、水
原
秋
桜
子
選

で「
大
き
荷
の
行
商
氷
柱
除
け

き
れ
ず
」で
あ
っ
た
。親
戚
で
不

幸
が
続
い
た
年
が
あ
っ
た
。「
俳

句
」誌
大
野
林
火
選
の
特
選
で
あ
っ

た
。「
夏
痩
せ
の
身
を
整
え
て
喪

に
服
す
」も
忘
れ
ら
れ
な
い
句

で
あ
る
。信
毎
紙
上
藤
岡
筑
邨

先
生
の
選
で「
刈
り
終
え
て
空

の
高
さ
を
妻
と
見
る
」吾
れ
な

が
ら
自
負
出
来
る
句
で
あ
っ
た
。

　

東
京
の
孫
二
人
が
感
化
さ
れ

た
か
、一
茶
ま
つ
り
全
国
小
・
中

学
生
俳
句
大
会
に
入
選
し
た
事

が
あ
っ
た
。「
ま
だ
あ
る
と
ゆ
だ

ん
し
て
い
た
夏
休
み
」「
か
ぜ
ひ

い
た
の
ど
に
こ
が
ら
し
ふ
い
て

い
る
」小
学
三
年
生
の
時
で
あ
る
。

　

俳
句
を
人
に
薦
め
る
時
い
つ

も
私
は
言
っ
て
い
る
。自
然
は

無
限
で
あ
る
と
、自
然
を
愛
す

る
事
は
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
。

此
に
一
つ
の
珍
ら
し
い
花
が
あ
っ

た
と
す
る
、ど
う
し
て
も
花
の

名
を
知
り
た
い
、広
辞
苑
等
を

開
き
、其
の
名
を
追
究
す
る
と

言
う
探
究
心
が
湧
い
て
く
る
、

ど
ん
な
人
で
も
花
を
見
れ
ば
き

れ
い
だ
な
あ
ー
美
し
い
な
あ
ー

と
思
う
も
の
だ
。其
の
美
し
さ

を
違
う
物
体
に
例
え
て
美
し
さ

を
表
現
す
れ
ば
俳
句
に
つ
な
が
っ

て
行
く
の
で
は
と
。

　

坂
北
の
山
村
に
生
れ
育
ち
自

然
の
豊
か
さ
に
今
さ
ら
な
が
ら

感
謝
の
気
持
で
一
杯
で
あ
る
。

た
だ
も
う
少
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
向
け
ら
れ
る
時
間
が
欲
し
い

と
欲
張
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
ど
う
し
て
も
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
あ
る
。

そ
れ
は
、故
滝
澤
和
喜
氏
の
遺

稿
集
を
作
る
事
だ
。い
つ
出
来

る
か
分
ら
な
い
が
、生
あ
る
内

に
出
さ
ね
ば
と
常
に
思
っ
て
い

る
の
だ
が
。

　

坂
北
・
本
城
地
区
で
は
、10
月

に
恒
例
事
業
で
開
催
し
て
お
り

ま
し
た
、「
体
育
祭
」を
各
地
区

内
の
役
員
さ
ん
達
と
協
議
し
た

結
果
、本
年
度
に
つ
い
て
は
中

止
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

坂
北
・
本
城
地
区
体
育
祭
中
止

の
お
知
ら
せ

山　
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さ

か

き

た

さ

か

き

た

　

5
月
30
日
〜
7
月
4
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
の
夜
、
公
民
館

主
催
の
テ
ニ
ス
教
室
が
坂
北
や

す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
松
本
市
の
上
田
信
好

先
生
を
お
迎
え
し
て
、
村
内
か

ら
集
ま
っ
た
約
30
名
の
参
加
者

が
テ
ニ
ス
を
基
本
か
ら
練
習
し

ま
し
た
。
最
初
は
素
振
り
か
ら

始
ま
っ
た
全
6
回
の
教
室
で
し

た
が
、
最
後
に
は
参
加
者
同
士

で
試
合
が
出
来
る
ま
で
に
上
達

し
、
参
加
者
の
中
か
ら
は
「
こ

れ
か
ら
も
テ
ニ
ス
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
い
っ
た
声
や
「
よ

い
体
力
作
り
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
を
、
7

月
7
日（
金
）坂
北
体
育
館
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
、「
ハ

マ
園
芸
」
園
芸
指
導
員
江
間
さ

ん
を
迎
え
、
村
内
25
名
の
受
講

生
に
寄
せ
植
え
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
に
数
種
類
の
花
を
用
意

し
て
い
た
だ
き
、
受
講
生
は
そ

の
中
か
ら
鉢
に
寄
せ
植
え
す
る

花
を
5
種
類
選
び
ま
し
た
。
花

は
種
類
も
色
も
様
々
で
、
バ
ラ

ン
ス
良
く
色
合
良
く
選
ぶ
の
に
、

苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
5
種
類

花
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
鉢
植
え
開
始
で
す
。

先
生
に
花
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認

し
て
も
ら
い
、
受
講
生
一
人
一

人
個
性
あ
る
寄
せ
植
え
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
寄
せ
植
え
を
眺
め

て
い
る
受
講
生
の
顔
は
、
笑
顔

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。「
庭
に
お

花
が
あ
る
と
嬉
し
い
わ
。」「
こ

の
お
花
は
玄
関
先
に
飾
っ
て
お

く
わ
。」な
ど
、
受
講
生
は
寄
せ

植
え
を
大
切
に
持
ち
な
が
ら
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。

　

き
っ
と
、
受
講
生
の
家
の
庭

で
は
今
も
綺
麗
な
寄
せ
植
え
が

見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

第
2
回
目
秋
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
教
室
を
11
月
13
日
に
開
催
し

ま
す
。
近
く
に
な
り
ま
し
た
ら
、

チ
ラ
シ
も
配
布
し
ま
す
が
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

分
館
対
抗
野
球
大
会

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

 

現
在
、
坂
北
地
区
で
は
約
30

の
文
化
系
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
の

一
つ
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク

ル
に
つ
い
て
、
増
田
さ
つ
き
さ

ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ミ
ン
ナ
ニ
デ
ク
ノ
ボ
ー
ト
ヨ
バ
レ

　

ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ

　

ク
ニ
モ
サ
レ
ズ

　

サ
ウ
ユ
ウ
モ
ノ
ニ

　

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ

　

こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
御
存
じ

の
宮
沢
賢
治
の「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

の
一
部
で
す
。
今
ま
で
手
話
コ
ー

ラ
ス
で
歌
っ
て
き
た
詩
は
約
15

曲
。「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
も
そ

の
中
の
一
曲
で
す
。

　

難
し
い
と
思
わ
れ
る
詩
で
す

が
、
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
そ

の
人
な
り
に
思
う
と
こ
ろ
が
で

き
、
子
供
達
も
子
供
な
り
に
理

解
し
、
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
話
コ
ー
ラ
ス
は
活
動
を
始

め
て
3
年
目
に
な
り
ま
す
。
年

齢
も
幅
が
あ
り
、
様
々
な
職
業

の
大
人
と
個
性
豊
か
な
子
供
達

が
約
20
名
で
、
一
つ
の
詩
を
一

緒
に
歌
う
こ
と
で
ス
ッ
と
一
つ

に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
に
、
や
ま
ぼ
う
し
コ

ン
サ
ー
ト
や
協
立
病
院
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
毎
回
、
す
て
き
な
音

楽
に
い
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な

嬉
し
く
、
す
て
き
な
詩
や
人
に

巡
り
合
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

8
月
15
日（
火
）、
お
盆
恒
例

の
第
60
回
坂
北
地
区
分
館
対
抗

野
球
大
会
が
坂
北
や
す
ら
ぎ
ス

ポ
ー
ツ
広
場
野
球
場
で
行
わ
れ
、

分
館
の
誇
り
を
か
け
た
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
町
分

館
と
中
村
分
館
の
顔
合
わ
せ
と

な
っ
た
決
勝
戦
は
、
リ
ー
ド
す

る
昭
和
町
分
館
に
対
し
、
終
盤

に
中
村
分
館
が
5
点
差
を
追
い

つ
く
大
熱
戦
と
な
り
、
最
後
は

規
定
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
も

つ
れ
こ
ん
だ
結
果
、
昭
和
町
分

館
が
4
大
会
連
続
の
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

優　

勝
・
昭
和
町
分
館

　

準
優
勝
・
中
村
分
館

　

第
3
位
・
東
山
分
館

　
　

同　

・
刈
谷
沢
分
館

坂
北
地
区　

サ
ー
ク
ル
紹
介

手
話
コ
ー
ラ
ス

公
民
館
テ
ニ
ス
教
室

夏
の
行
事
あ
れ
こ
れ

夏
の
行
事
あ
れ
こ
れ
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聖
南
中
学
校

ず
ぶ
ぬ
れ
の
燕
岳
登
山

　

7
月
13
・
14
日
、
聖
南
中
学

校
の
1
・
2
年
生
は
雨
の
降
る

中
、
標
高
2
7
6
3
ｍ
の
燕
岳

に
挑
み
、
全
員
無
事
に
本
格
的

な
登
山
を
体
験
し
ま
し
た
。　

　

2
年
生
の
生
活
記
録
か
ら
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
燕
岳
の
登
山
が
あ
り
ま
し
た
。

燕
山
荘
ま
で
66
人
全
員
で
登
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
頂
上
に
行
け
な
か
っ
た
の

は
す
ご
く
悔
し
い
け
ど
、
そ
れ

も
ま
た
良
い
思
い
出
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
と
白
い
こ
ま

く
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

が
本
当
に
感
動
し
ま
た
。
最
初

で
最
後
か
も
知
れ
な
い
の
で
し
っ

か
り
と
見
て
来
ま
し
た
。「
山
上

有
感
動
」を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
66
人
で
行
き
た
い
け
れ

ど
…
。

★
登
り
は
大
雨
で
「
も
う
や
め

た
い
よ
」
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
疲
れ
て
い
た
自
分
に
み
ん

な
が｢

が
ん
ば
れ
後
少
し
だ
！｣

と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
な

の
で
頑
張
っ
て
登
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
下
り
で
足
を
少
し

ひ
ね
っ
た
け
れ
ど
自
分
で
下
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
に
ご
来
光
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
は
き
っ
と
自
分
た
ち
の
心

の
中
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
心
の

中
で
輝
い
て
い
た
で
し
ょ
う
。

自
分
の
や
る
こ
と
も
責
任
を
持
っ

て
で
き
た
し
、
仲
間
と
団
結
し

て
精
一
杯
で
き
ま
し
た
。
登 

山
は
も
う
最
高
で
し
た
。
一
緒

に
登
っ
た
仲
間
と
先
生
、
そ
し

て
燕
山
荘
の
皆
さ
ん
に
感
謝
で

す
。
あ
り
が
と
う
！

子
育
て
支
援
施
設
で 

お
楽
し
み
会

　

8
月
10
日
、
児
童
ク
ラ
ブ（
通

称
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
）の
お
楽

し
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
毎
年
恒
例
の
夏
休
み
の
行

事
で
、
昨
年
ま
で
お
泊
会
・
夕

涼
み
会
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
年
は
乳
幼
児
の
リ
ト

ミ
ッ
ク
講
座
の
講
師
と
し
て
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
松
本
市
の

和
泉
屋
す
み
れ
さ
ん
を
招
い
て

の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
企
画
さ

れ
、
こ
ど
も
達
は
す
み
れ
さ
ん

の
マ
ジ
ッ
ク
に
驚
い
た
り
、
簡

単
な
マ
ジ
ッ
ク
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ス
イ
カ
割
り
や
流
し

そ
う
め
ん
な
ど
も
行
わ
れ
て
、

30
人
の
児
童
と
そ
の
家
族
な
ど

総
勢
50
人
ほ
ど
が
夏
の
ひ
と
時

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
の
本
城
地
区
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
本
城
小
学
校
児
童
90
人

の
う
ち
42
人
の
登
録
が
あ
り
、

低
学
年
を
中
心
に
1
日
20
人
〜

30
人
の
児
童
が
学
校
の
終
わ
っ

た
後
、
小
学
校
横
の
子
育
て
支

援
施
設
を
訪
れ
て
利
用
し
て
お

り
、
施
設
に
は
毎
日
元
気
な
こ

ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が

響
い
て
い
ま
す
。

まだまだ元気な中房付近

雨の合戦小屋でお弁当励ましあって初登山
目指すは燕山荘

すみれさんのマジック
ショーに見入る子ども
たち

本
城
地
区
児
童
ク
ラ
ブ

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
館
報
編

集
を
始
め
ま
し
た
が
、
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
し
ば
ら

く
の
間
こ
の
ま
ま
地
区
別
で
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
坂
井
小
の
五
年
生
は

面
白
い
。「
歴
史
を
作
り
た
い
」

と
い
う
子
供
達
の
思
い
に
先
生

も
つ
い
て
い
く
形
に
な
り
、「
う

ち
ら
の
お
米
」
作
り
が
始
ま
っ

た
。
ま
ず
は
機
械
を
使
わ
ず
、

手
足
で
し
ろ
か
き
。
も
ち
ろ
ん

手
植
え
。
農
薬
を
使
わ
な
い
の

で
虫
も
草
も
大
発
生
。
始
め
は

先
生
だ
け
で
草
む
し
り
。「
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
見
送
っ
て

い
た
子
供
た
ち
も
、
今
で
は
考

え
直
し
て
皆
で
交
互
に
田
ん
ぼ

を
の
ぞ
く
。
何
万
匹
と
居
た
だ

ろ
う
虫
た
ち
も
、
一
枚
一
枚
葉

を
手
で
こ
す
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
集
め
る
。
近
所
の
お
ば
ち
ゃ

ん
、
農
協
の
職
員
か
ら
助
言
を

も
ら
い
、
昔
は
そ
う
し
て
い
た

事
を
知
る
。
ヤ
ツ
ら
の
愛
情
を

た
っ
ぷ
り
受
け
た
稲
は
、
も
う

穂
を
垂
れ
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
　
　

オ
バ
ち
ゃ
ん

編

集

後

記
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ほ

ん

じ

ょ

う

ほ

ん

じ

ょ

う

　

8
月
15
日
午
後
6
時
よ
り
本

城
小
学
校
の
校
庭
で
開
催
さ
れ

た
本
城
地
区
の
夏
祭
り
。天
候

に
も
恵
ま
れ
、本
城
地
区
の
家

族
や
親
戚
、そ
し
て
坂
井
・
坂
北

地
区
か
ら
も
多
く
の
住
民
が
訪

れ
夏
祭
り
を
満
喫
し
た
。

　

本
城
地
区
で
は
17
回
続
い
た

夏
祭
り「
今
年
は
夏
祭
り
は
や

る
か
ね
？
」
6
月
頃
か
ら
話
題

に
は
な
っ
て
い
た
。筑
北
村
か

ら
の
助
成
は
な
い
中
で
の
開
催

は
危
ぶ
ま
れ
た
が
住
民
有
志
の

心
意
気
だ
け
で
始
ま
っ
た
祭
り

の
催
行
。商
工
会
が
中
心
と
な

り
前
山
武
雄
さ
ん
が
委
員
長
と

な
り
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
は

7
月
。『
夏
祭
り
は
や
っ
ぱ
り
や

ろ
う
で
は
な
い
か
』時
期
は
8

月
15
日
。こ
の
日
は
里
帰
り
の

人
や
親
戚
な
ど
各
家
庭
の
人
数

が
2
倍
か
ら
3
倍
に
増
え
て
い

る
。
15
日
と
い
う
開
催
日
に
も

こ
だ
わ
り
た
い
。

　

八
木
地
区
で
は
今
年
久
々
に

出
店
し「
八
木
め
い
め
い
会
」と

銘
打
っ
て
お
に
ぎ
り
・
豚
汁
・
ピ

タ
パ
ン
・
豚
キ
ム
チ
と
4
品
を

多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
た
が
完
売
し
た
。ほ
か
に

14
店
舗
が
出
店
し
金
魚
す
く
い
・

綿
あ
め
・
か
き
氷
・
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
・
ぎ
ょ
う
ざ
・
す
い
と
ん
・
つ

き
た
て
の
餅
・
飲
み
物
な
ど
35

品
目
が
並
ん
だ
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
オ
ヤ
ジ
バ
ン
ド
の
演
奏
・

八
木
節
・
盆
踊
り
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ

ン
タ
ー
ズ
の
バ
ン
ド
演
奏
や
今

年
初
め
て
綱
引
き
大
会
が
行
わ

れ「
見
て
楽
し
む
祭
り
か
ら
参

加
し
て
楽
し
む
祭
り
」が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
？　

資
金
の

無
い
中
、手
作
り
の
祭
り
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
開
催
で
き

た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

委
員
長
の
前
山
さ
ん
か
ら『
ほ

ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。今
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
』と
の
こ
と
。来
年
の
行
政
の

対
応
に
期
待
し
た
い
。

　

8
月
14
日
、本
城
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
地
区
対
抗
の
野
球
が
開
催

さ
れ
た
。ル
ー
ル
と
し
て
ユ
ニ
ー

ク
な
の
は
出
場
で
き
る
メ
ン
バ
ー

で
、地
区
の
住
民
と
そ
の
親
戚
・
友

人
？
・・・・
。

　

京
都
か
ら
本
城
に
移
り
住

ん
で
初
め
て
声
を
か
け
て
下

さ
っ
た
方
が
、
前
山
忠
信
さ

ん
で
す
。
両
手
い
っ
ぱ
い
の

シ
イ
タ
ケ
を「
食
べ
ま
し
ょ
」

と
。あ
れ
か
ら
8
年
、先
月
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
祖
父
の
よ

う
に
や
さ
し
く
温
か
く
、野
菜
、

桃
作
り
、若
い
頃
の
お
話
な
ど
、

ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
心
に
深

く
残
り
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
3
月
ま
で
社
協
の
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

私
に
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

村
民
の
皆
さ
ま
と
の
出
会
い
、

楽
し
い
仲
間
作
り
も
で
き
て
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
、楽
し
い
田
舎
暮

ら
し
を
、
ぎ
ょ
う
さ
ん
教
え

て
お
く
れ
や
す
」 浮

須
サ
ヨ

シ
リ
ー
ズ

本
城
に
移
り
住
ん
で

大
盛
況　
や
っ
て
よ
か
っ
た

大
盛
況　
や
っ
て
よ
か
っ
た

in
本
城

ワー たくさん来たね！

初めての 綱引き ガンバレ

八木節 華やかだね

ふ
る
さ
と
野
球

　
　

竹
之
下
が
優
勝


